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Ⅰ．法人の概要 

1．建学の精神・教育の理念 

 

   学校法人光星学院の建学の精神は、 

  「神を敬し、人を愛する」 

  と創立者ヨゼフ中村由太郎によって示された。 

   その意図するところは、自分そして他人を尊ぶということである。人間の幸せは、物質的充足の

中にはなく、不足の中で充足を求めて、意欲的に行動するその生き方の中にあるとの考えに基づい

ている。創立者がキリスト教徒であったということもあり、学生・生徒等に対して、「神がいて、そ

の神はあらゆる人に宿り、われわれを見ている、故に神を宿した人を愛し、そして、自分自身も豊

かな人として成長していこう」と呼びかけたものである。 

   つまり、「カトリック精神に則る道徳教育を施し、高潔なる人格の完成を期し、現代社会が要請す

る有為の人材を育成すること」を建学の精神としているのである。 

   聖書の一節に「心の貧しき者は幸なるかな」とあります。 

 

   「Blessed are they who know their spiritual poverty, for theirs is the kingdom of heaven.」 

 

   学校法人光星学院の教育の理念は、この建学の精神に基づくとともに、創立者が打ち出した「立

体的総合学園」構想の考え方を踏まえて、以下のように現すことができる。 

 

   「教育基本法及び学校教育法に基づき、カトリック精神にのっとり、広く豊かな教養をもち、正

しい道徳観と高い知性を有する青年の育成に努め、21 世紀の要求している人間の育成、特に地方

の時代の到来にこたえ、地方文化や地域経済に密着した教育をする」 

 

   この精神・理念は、開学以来、今日に至るまで受け継がれており、全教職員共通の認識として浸

透しているものとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 

 

2．組織機構 

  学校法人光星学院の組織機構は次図のとおりである。 
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3．設置する学校・学生数等の状況 

 
令和 4年 5月 1日現在 

学 校 名 

学部・学科名 

入学 

定員 

収容 

定員 

学生数の状況 

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 - 
計 

（1歳児） （2歳児） （3歳児） （4歳児） （5歳児） 

八戸学院大学 260 980 285 243 247 218 - 993 

 地域経営学部地域経営学科 80 320 91 89 78 68 - 326 

 健康医療学部人間健康学科 100 340 122 94 103 89 - 408 

 健康医療学部看護学科 80 320 72 60 66 61 - 259 

八戸学院大学短期大学部 120 240 115 98 - - - 213 

 幼児保育学科 80 160 94 85 - - - 179 

 介護福祉学科 40 80 21 13 - - - 34 

八戸学院光星高等学校 360 1,080 321 291 269 - - 881 

 普通科 270 810 263 232 201 - - 696 

 保育福祉科 90 270 58 59 68 - - 185 

八戸学院野辺地西高等学校 100 300 76 78 78 - - 232 

 総合学科 100 300 76 78 78 - - 232 

八戸学院幼稚園 - 165 6 12 35 34 46 133 

八戸学院聖アンナ幼稚園 - 90 - - 12 16 15 43 

八戸学院第二しののめ幼稚園 - 90 - - 11 13 14 38 

計 840 2,945 803 722 652 281 75 2,533 

 
 
 
 

 
 

＊図「学校法人光星学院 学生数の推移」は上記表を基に作成 
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4．法人の沿革 
 

学校法人光星学院は、昭和 34（1959）年 3月、光星学院高等学校設立を目的として中村由太郎

によって創立された。 

この光星学院高等学校の設立は、これを遡ること 3年前の昭和 31（1956）年 4月に、特に男子

生徒の進学気運高まる中で、その就学の道を開くべき急を訴え、私財を投じ、市の支援も得て、そ

の経営母体を学校法人白菊学園に委ねつつ産声をあげたものである。 

光星学院は、学校法人としてその始まりから 60年間の歩みを経て現在に至っている。 

昭和 31年、光星学院高等学校設立にあたり、創立者中村由太郎は、 

「進学の希望が満たされない多くの少年達を放置している事態は、地方教育界の未曾有の大事で

ある。純真溌剌たる多くの若人達の栄えある前途にこそ偉材が潜みいることを思い、進学の道を平

にして彼等に光明を与え、秘めたる天分を見い出し、その天分を遺憾なく発揮させ真に人類社会の

進歩発展に寄与せしめんとするものである。」 

と、切々と熱情をこめて趣意を諭している。このことについて、光星学院高等学校（当時）初代校

長アチール・クルノイエ氏は、創立 35周年記念誌に聖書マタイ伝 3 章 31～32節を引用し、往時

を回想している。 

聖書マタイ伝 3 章 31～32 節：「天の国は、からし種に似ている。人がこれを取って畑に蒔け

ば、どんな種より小さいのに、成長するとどの野菜より大きく空の鳥が来て枝に巣を作るほどの木

になる‥‥」 

この趣意の根底には、自らの苦学の体験、キリスト者としての愛の精神、奉仕の精神に根ざし、

進学を志す若人には、広く教育の機会を与え、もって人格の陶冶を図り、広く地域社会の発展に寄

与する有用な人材育成への限りない理想と情熱が常に内包されていた。その信念によって苦難を乗

り越え、その第一歩を踏み出したものである。 

 

光星学院設立以前には、運送事業経営のかたわら昭和 18（1943）年に「八戸和洋裁縫女塾」を

開設。後に「八戸家政女学校」に改称し、昭和 23（1948）年には新学制に基づく高等学校として

名称を「白菊高等学校」と改め、その経営に携わった。（この白菊高等学校は、昭和 25（1950）年

カナダ国ケベック州ウルスラ修道院にその経営を移管する。） 

光星学院設立後は、その充実整備に心血を注ぎながらさらに実務教育に関する要請に応えるため

に、昭和 36（1961）年に商業科を増設する。そして、昭和 39（1964）年には女子生徒受入れに

踏み切り、男子校から男女共学の教育環境体制へと移行する。また、就学前教育としての幼稚園設

立機運の高まりとその要請を受けて、光星学院高等学校附属幼稚園を設立する（昭和 42（1967）

年しののめ幼稚園、翌年の昭和 43（1968）年多賀台幼稚園をそれぞれ設立）。 

 

戦後四半世紀を経て、時代の進展、高度経済成長、技術の革新、社会構造の変革、地域文化の進

展、さらには地域社会の新たな開発等々を背景に高等学校卒業後の進路にも変化の兆しが見え、高

等教育機関（大学、短大、専門学校、外国の大学）への進学率が着実に増加を辿るなか、光星学院

高等学校も著しい進展を見せていた。そのような状況のなか、父母や地域各層からの要請もあって

「光星学院八戸短期大学」の設立に踏み切り、昭和 46（1971）年に設立認可を得ることとなった。 

これを期に創立者中村由太郎は、新たな時代背景と地域の各層からの子女教育に対する期待に応

えるために、昭和 46 年の短期大学発足直後に、学校法人光星学院の理想とする「立体的総合学園

構想」を打ち出す。その構想の骨子は、以下に示すものである。 

・教育の基本組織構成 

幼稚園（保育園）―小学校―中学校―高等学校―短期大学―4年制大学―大学院 

・前記の正規の学校を土台に、社会人を対象とする成人教育を含む生涯学習の場の設置・提供を

行う。 

・この立体的総合学園構想は、一つの指導原理によって貫き、真に時代が要請する有用な人材育

成を図る。 

・この全体構想完成までには、前途遼遠を思わせるものがあるが、急がずあせらず、この夢（理

想）の実現に向けて着実な歩みを期する。 
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この構想の特徴は、正規の学校以外に生涯学習（教育）を取り挙げたことである。当時わが国の

教育行政・制度上で未だ定着していない中での今日の生涯学習（教育）社会到来の予見であったと

も言うことができよう。この背景には、地域の活性化、地域文化の進展への期待と強い願望が込め

られていたのである。 

 

以来、この理想実現に向けて、「幼稚園」（白銀幼稚園、聖アンナ幼稚園、びわの幼稚園、第二し

ののめ幼稚園）の増設、野辺地地区に「工業高等学校」及び「工学専門学校」の新設、光星学院高

等学校で 4学科（自動車科、機電科、建築科、保育科）の増設といった整備を経て、昭和 56（1981）

年、待望の「八戸大学」（商学部）を設立させるに至った。 

しかし、平成 4（1992）年をピークに、就学人口の減少がはじまりその影響避けがたく、本法人

設置の各学校ともにその組織、内容、構成、規模（定員等を含む）の見直し是正が必須となった。

平成 13（2001）年に、このことを改めて確認し、「①八戸大学・八戸短期大学の学部、学科の改組」

「②野辺地工学専門学校存続の是非」「③光星学院高等学校・光星学院野辺地西高等学校の課程の見

直し」「④6幼稚園の統廃合」等の改善検討に着手する。これらの検討課題の議論により順次結論を

得つつ、新体制へと移行した（本文 2．「組織機構図」及び 3．「設置する学校・学生数等の状況」を

参照）。 

 

学校法人光星学院は、この体制をもって理想に向かって着実に歩みを進め、常に〝学生・生徒・

園児の教育とは・・・を問いつつ〟〝地域に根差した教育機関であること〟に思いをはせ、教育研

究活動の更なる充実に努めてきた。 

 加えて、将来に向けては、当初掲げた「立体的総合学園構想」を座右に置きつつ、「生涯学習シス

テム構想」や「大学院設置」等の構想についても、地域の要望にも耳を傾けながら、弛まず研究・

検討を重ねてきている。 

 平成 13（2001）年に就任した第三代理事長 中村 覺は、経営基盤の見直しとしての財政改革に

着手し、その着実な成果をみたことから、平成 24（2012）年度末で理事長職を退任し、平成 25

（2013）年 4月 1日付で「学院主」に就任した。後任の第四代理事長には、同日付で副理事長であ

った法官新一が就任し、新たな体制となって前進していくこととなった。 

 平成 25（2013）年 4月 1日付で、本法人が設置する全ての学校名を「八戸学院」として統一

を図るとともに、新たなシンボルマークを制定して、新生「八戸学院」が始動した。校名統一を

期に八戸市公会堂にて、附属幼稚園 3園による「星の子音楽会」、高校 2 校、短大、大学の園児・

生徒・学生のステージ発表による八戸学院フェスタ「絆」を開催した。 

   平成 26（2014）年 12 月には、八戸学院「室内練習場」が竣工した。この施設は、八戸学院大

学、八戸学院光星高等学校硬式野球部の冬季の練習場を確保するとともに、幼稚園の運動会等に使

用可能な多目的室内競技施設として活用できる設備である。 

   平成 27（2015）年 3 月 31日、「八戸学院短期大学看護学科」は、看護職の技能向上・資格取得

等の要請に応えるため 4年制大学への移行を文部科学省に申請し、同年 8月 31日付で認可となっ

た。平成 28（2016）年 4 月 1 日より、学部名称の変更も行い、「八戸学院大学健康医療学部看護

学科」として始動することになった。なお、「八戸学院短期大学看護学科」は募集を停止するととも

に、在学する学生の卒業までその教育を続けた。このことにより、八戸学院大学は 2 学部 3 学科、

八戸学院短期大学は 3学科体制となった。 

   平成 29年（2017）年 4 月 1日より、八戸学院短期大学の名称変更を行い、「八戸学院大学短期

大学部」として大学との連携強化を図った。短期大学の名称変更に伴い短期大学付属幼稚園 3園の

名称についても、八戸学院短期大学付属幼稚園は「八戸学院幼稚園」、八戸学院短期大学附属幼稚園

聖アンナは「八戸学院聖アンナ幼稚園」、八戸学院短期大学付属幼稚園第二しののめは「八戸学院第

二しののめ幼稚園」に変更した。 

   平成 28 年度、学校法人光星学院は、創立 60周年を迎え、内外に向けて諸行事を行って、教育へ

の情熱の発現とさらなる発展を期した。8月「野外フェスティバル」、9 月「八戸学院大学弓道場『鳴

弦館』落成式典」、10月「記念モニュメント『生命の川 cosmos』除幕式」、11月「60周年記念ミ

ュージカル『北の大地に』公演」および「60周年記念式典」など多彩な行事を催した。 

   また、これを機に法人は、「新立体的学園構想」を打ち出した。 

   平成 29（2017）年度、八戸学院大学ビジネス学部の「地域経営学部」への改編を文部科学省に

申請し認可を得た。このことによりビジネス学部は平成 30（2018）年度の募集を停止した。また、
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八戸学院大学短期大学部ライフデザイン学科は、その使命を終えたとして平成 30（2018）年度の

募集を停止した。 

   平成 30（2018）年度、八戸学院大学では「地域経営学部地域経営学科」を開設し、同学科 1期

生が入学した。八戸学院大学短期大学部では、ライフデザイン学科の最後の学生が卒業した。また、

「介護福祉学科」の設置申請を行い、認可を得て、平成 31（2019）年 4月に開設した。介護人材の

輩出への期待に応えるべく、地域の学生のみならず、外国人留学生へも門戸を広げた展開が始まっ

た。これに伴い、八戸学院光星高等学校専攻科介護福祉科の閉科の準備を開始した。 

   外国人留学生の受け入れ学生・生徒等の海外研修・留学の推進など国際化に対応するため、国際

教育部門を設置し、「国際教育局」および「国際教育センター」を開設した。6月、フィリピンにお

いて「八戸学院カーテル高校」の開校式を実施し、カーテル科学財団との連携を強化した。 

   八戸学院幼稚園は、平成 29 年（2017）年 12 月 20 日、八戸市に幼保連携型認定こども園への

設置認可申請を行い、平成 30年（2018）年 3月 28 日付けで認可を得て、同年 4月 1日より幼保

連携型認定こども園・八戸学院幼稚園として新たなスタートを切った。また、令和 2年 4月から聖

アンナ幼稚園・第二しののめ幼稚園が子ども・子育て支援新制度へ移行することとなった。 

   令和 2（2020）年 3 月 31 日に平成 4（1992）年 4 月に開設した八戸学院光星高等学校専攻科

介護福祉科を廃科し、令和 3（2021）年 3 月 31日には、八戸学院光星高等学校専攻科自動車科を

廃科し、「専攻科」の 46年間の歴史に幕を閉じるとともに、八戸学院光星高等学校のビジネス科・

工業技術科を廃止した。また、八戸学院大学ビジネス学部ビジネス学科では、最後の学生が卒業し

て廃止となった。 

   令和 3（2021）年度、八戸学院大学健康医療学部人間健康学科では、平成 31（2019）年度より

100 名を超える入学者の現状を踏まえ、入学定員を 80 名から 100 名にするために文部科学省に

「収容定員の増加に係る学則変更」の認可申請を行い、8月 29 日に認可された。 

   同年 9月には、同大学に昨今の全国的な産科医不足の傾向から、助産師への期待が高まりを見せ

ている現状や、地域からの要請を踏まえ、「別科助産専攻」課程（入学定員 4名）の設置に係る準備

を開始し、令和 4（2022）年度、文部科学省に「別科助産専攻」の設置を申請し、8 月 31日に「看

護師学校等の指定」の通知を受けた。これにより、令和 5年度から入学定員 4名の助産師養成課程

を開始した。 

 

 

（沿革の詳細：次表を参照） 
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表：法人の沿革 

昭和 31年 4月 18日 学校法人白菊学園による光星学院高等学校設置 

昭和 34年 3月 23日 学校法人光星学院設立認可 

昭和 34年 3月 31日 学校法人白菊学園による光星学院高等学校廃校 

昭和 34年 4月 1日 学校法人光星学院による光星学院高等学校設置 

昭和 42年 6月 1日 光星学院高等学校付属しののめ幼稚園設置 

昭和 43年 7月 1日 多賀台幼稚園設置 

昭和 46年 4月 1日 八戸短期大学（幼児教育学科）設置 

昭和 48年 4月 1日 光星学院八戸短期大学に校名変更（旧校名：八戸短期大学） 

昭和 48年 4月 1日 光星学院野辺地工業高等学校設置 

昭和 48年 4月 1日 光星学院八戸短期大学附属白銀幼稚園設置 

昭和 49年 4月 1日 光星学院高等学校専攻科自動車科設置 

昭和 51年 4月 1日 光星学院八戸短期大学附属聖アンナ幼稚園設置 

昭和 53年 4月 1日 光星学院八戸短期大学附属びわの幼稚園設置 

昭和 54年 4月 1日 光星学院野辺地自動車工学専門学校設置 

昭和 54年 4月 1日 光星学院八戸短期大学附属第二しののめ幼稚園設置 

昭和 56年 4月 1日 八戸大学（商学部商学科）設置 

昭和 59年 4月 1日 光星学院野辺地工学専門学校情報会計学科開設・校名変更（旧校名：光星学院野辺地自動車工学専門学校） 

昭和 62年 4月 1日 光星学院八戸短期大学経営情報学科開設 

平成 4年 4月 1日 光星学院高等学校専攻科介護福祉科開設 

平成 9年 4月 1日 光星学院野辺地西高等学校に校名変更（旧校名：光星学院野辺地工業高等学校） 

平成 11年 4月 1日 光星学院野辺地工学専門学校情報会計学科募集停止 

平成 16年 4月 1日 八戸大学学部学科名称変更（商学部商学科→ビジネス学部ビジネス学科） 

平成 16年 4月 1日 
光星学院八戸短期大学学科名称変更、入学定員変更 

（幼児教育学科 80名→幼児保育学科 100名、経営情報学科 100名→現代ビジネス学科 80名） 

平成 17年 3月 31日 光星学院野辺地工学専門学校情報会計学科廃止 

平成 17年 4月 1日 八戸大学人間健康学部人間健康学科設置、入学定員変更（ビジネス学部ビジネス学科 200名→100名） 

平成 17年 4月 1日 八戸短期大学に校名変更（旧校名：光星学院八戸短期大学） 

平成 17年 4月 1日 光星学院高等学校入学定員変更（ビジネス科 80名→40名、工業技術科 240名→120名） 

平成 17年 4月 1日 光星学院野辺地西高等学校入学定員変更（普通科 80名→0名、総合学科 280名→200名） 

平成 17年 4月 1日 

幼稚園の園名変更 

 ・八戸短期大学附属しののめ幼稚園  （旧園名：光星学院高等学校付属しののめ幼稚園） 

 ・八戸短期大学附属多賀台幼稚園   （旧園名：光星学院八戸短期大学附属多賀台幼稚園） 

 ・八戸短期大学附属白銀幼稚園    （旧園名：光星学院八戸短期大学附属白銀幼稚園） 

 ・八戸短期大学附属聖アンナ幼稚園  （旧園名：光星学院八戸短期大学附属聖アンナ幼稚園） 

 ・八戸短期大学附属びわの幼稚園   （旧園名：光星学院八戸短期大学附属びわの幼稚園） 

 ・八戸短期大学附属第二しののめ幼稚園（旧校名：光星学院八戸短期大学附属第二しののめ幼稚園） 

平成 18年 4月 1日 八戸短期大学現代ビジネス学科学生募集停止 

平成 18年 4月 1日 八戸短期大学ライフデザイン学科設置 

平成 19年 3月 31日 八戸短期大学現代ビジネス学科廃止 

平成 19年 3月 31日 八戸短期大学附属白銀幼稚園廃止 

平成 19年 4月 1日 八戸短期大学附属幼稚園設置（八戸短期大学附属しののめ幼稚園園名変更、収容定員変更 125名→160名） 

平成 19年 10月 2日 八戸短期大学附属多賀台幼稚園廃止 

平成20年10月31日 八戸短期大学看護学科設置認可 

平成 21年 3月 31日 光星学院野辺地工学専門学校廃止認可 

平成 21年 4月 1日 
八戸短期大学看護学科設置、ライフデザイン学科入学定員変更（80名→40名） 

八戸大学入学定員変更（ビジネス学部 100名→80名、人間健康学部 100名→80名） 

平成 22年 3月 18日 八戸短期大学が第三者評価の適格認定を受ける（短期大学基準協会） 

平成 23年 3月 25日 八戸大学が大学機関別認証評価の認定を受ける（日本高等教育評価機構） 

平成 24年 4月 1日 光星学院高等学校入学定員変更（ビジネス科 40名→30名、工業技術科 120名→80名） 

平成 24年 4月 1日 光星学院野辺地西高等学校入学定員変更（総合学科 200名→150名） 

平成 24年 4月 1日 八戸短期大学附属幼稚園収容定員変更（160名→200名） 

平成 25年 4月 1日 法人内全施設の校名を「八戸学院」に統一 

平成 25年 8月 26日 八戸学院短期大学附属びわの幼稚園廃止 

平成 27年 8月 31日 八戸学院大学人間健康学部看護学科設置認可 

平成 28年 4月 1日 八戸学院短期大学看護学科学生募集停止 
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平成 28年 4月 1日 八戸学院大学学部名称変更（人間健康学部→健康医療学部） 

平成 28年 4月 1日 八戸学院大学健康医療学部看護学科設置 

平成 29年 3月 13日 八戸学院短期大学が第三者評価の適格認定を受ける（短期大学基準協会） 

平成 29年 4月 1日 八戸学院大学短期大学部に校名変更（旧名称：八戸学院短期大学） 

平成 29年 4月 1日 

幼稚園の園名変更 

 ・八戸学院幼稚園      （旧名称：八戸学院短期大学附属幼稚園） 

 ・八戸学院聖アンナ幼稚園  （旧名称：八戸学院短期大学附属幼稚園聖アンナ） 

 ・八戸学院第二しののめ幼稚園（旧名称：八戸学院短期大学附属幼稚園第二しののめ） 

平成 29年 4月 26日 八戸学院大学地域経営学部地域経営学科設置届出 

平成 30年 3月 6日 八戸学院大学が大学評価基準「適合」の認定を受ける（日本高等教育評価機構） 

平成 30年 3月 28日 八戸学院幼稚園（幼保連携型認定こども園）設置認可 

平成 30年 3月 31日 八戸学院大学短期大学部看護学科廃止 

平成 30年 3月 31日 八戸学院幼稚園廃止 

平成 30年 4月 1日 八戸学院大学短期大学部ライフデザイン学科学生募集停止 

平成 30年 4月 1日 八戸学院幼稚園（幼保連携型認定こども園）開設 

平成 30年 4月 1日 八戸学院大学ビジネス学部ビジネス学科学生募集停止 

平成 30年 4月 1日 八戸学院大学地域経営学部地域経営学科設置 

平成 30年 4月 1日 国際教育部門（国際教育局・国際教育センター）設置 

平成 30年 6月 13日 八戸学院カーテル高校開校 

平成 30年 8月 31日 八戸学院大学短期大学部介護福祉学科設置認可 

平成 31年 3月 31日 八戸学院大学短期大学部ライフデザイン学科廃止 

平成 31年 4月 1日 
八戸学院光星高等学校入学定員変更 

（普通科 160名→270名、ビジネス科 30名→0名、工業技術科 80名→0名） 

平成 31年 4月 1日 八戸学院大学短期大学部介護福祉学科設置 

令和 2年 4月 1日 八戸学院光星高等学校専攻科自動車科生徒募集停止 

令和 2年 4月 1日 八戸学院光星高等学校入学定員変更（保育福祉科 120名→90名） 

令和 2年 4月 1日 八戸学院野辺地西高等学校入学定員変更（総合学科 150名→100名） 

令和 3年 3月 31日 八戸学院大学ビジネス学部ビジネス学科廃止 

令和 3年 3月 31日 八戸学院光星高等学校ビジネス科、工業技術科廃止 

令和 3年 3月 31日 八戸学院光星高等学校専攻科自動車科廃止 

令和 3年 3月 31日 八戸学院光星高等学校専攻科廃止 

令和 3年 4月 1日 八戸学院大学短期大学部幼児保育学科入学定員変更（100名→80名） 

令和 4年 4月 1日 八戸学院大学健康医療学部人間健康学科入学定員変更（80名→100名） 

令和 5年 4月 1日 八戸学院大学別科助産専攻設置（入学定員 4名） 
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5．役員等の状況 

 

令和 4年 5月 1日現在 

役員等定数 職 名 氏    名 
寄附行為の選任条項 

（理事・監事選任区分） （評議員選任区分） 

理 事 

 

 定数 8～11 

 現員 9 

理事長 評議員 法 官 新 一 第 6条第 1項 2号 第 21条 1項 2号 

理 事 評議員 水 野 眞佐夫 第 6条第 1項 1号 第 21条 1項 1号 

理 事 評議員 山 西 幸 子 第 6条第 1項 1号 第 21条 1項 1号 

理 事 評議員 橋 場 保 人 第 6条第 1項 1号 第 21条 1項 1号 

理 事 評議員 泉 山   裕 第 6条第 1項 2号 第 21条 1項 2号 

理 事 評議員 遠 藤 守 人 第 6条第 1項 2号 第 21条 1項 1号 

理 事 評議員 古 川   聡 第 6条第 1項 3号 第 21条 1項 3号 

理 事 評議員 大 澤 一 實 第 6条第 1項 3号 第 21条 1項 3号 

理 事 評議員 榊   佳 弘 第 6条第 1項 3号 第 21条 1項 3号 

監 事 

 定数 2～3 

 現員 2 

監 事 
 

蓼 内 真 人 第 7条 
 

監 事 淡 路 俊 彦 第 7条 

評議員 

 

 定数 17～23 

 現員 19 

 

評議員 杉 山 幸 子 
 

第 21条 1項 1号 

評議員 中 村 良 寛 第 21条 1項 1号 

評議員 一 戸 利 則 第 21条 1項 1号 

評議員 加 藤 康 子 第 21条 1項 1号 

評議員 正 村 公 弘 第 21条 1項 1号 

評議員 松 田   一 第 21条 1項 2号 

評議員 岩 浪 始 由 第 21条 1項 2号 

評議員 岡 沼 真由美 第 21条 1項 2号 

評議員 村 本 百合子 第 21条 1項 3号 

評議員 前 山 廣 美 第 21条 1項 3号 
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6．教職員の状況 

 

令和 4年 5月 1日現在

学 校 名 学部・学科名 教
授 

准
教
授 

講
師 

助
教 

助
手 

教
諭 

助
教
諭 

養
護
教
諭 

常
勤
講
師 

非
常
勤
講
師 

一
般
職
員 

計 

  人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 

八戸学院大学 

地域経営学部 

 地域経営学科 
16 4 2 1 － － － － － 13 

47 186 健康医療学部 

 人間健康学科 
9 6 5 2 － － － － － 33 

 看護学科 6 5 7 3 1 － － － － 26 

八戸学院大学 

 短期大学部 

幼児保育学科 7 5 4 － － － － － － 13 
10 60 

介護福祉学科 3 1 4 － － － － － － 13 

八戸学院 

 光星高等学校 

普通科 
－ － － － － 48 － 1 4 19 5 77 

保育福祉科 

八戸学院 

 野辺地西高等学校 
総合学科 － － － － － 15 － 1 5 7 4 32 

八戸学院幼稚園  － － － － － 14 － － 3 13 5 35 

八戸学院 
聖アンナ幼稚園  － － － － － 6 － － 1 8 － 15 

八戸学院 

 第二しののめ幼稚園 
 － － － － － 5 － － 2 9 － 16 

八戸学院 

地域連携研究センター 
 1 1 2 － － － － － － － 2 6 

業務班  － － － － － － － － － － 26 26 

合 計 42 22 24 6 1 88 0 2 15 154 99 453 

（非常勤講師には、内部非常勤講師を含む） 
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Ⅱ．令和 4 年度を顧みて 

   令和 4（2022）年度は、八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部・八戸学院光星高等学校におい

て入学者数が増加した。また、世界的な新型コロナウイルス感染症の影響が令和 2年度から続いて

おり、留学生招致に苦慮した。 

法人の「健康管理局」・「スポーツ局」を中心として、法人全体のスポーツの振興、支援体制の強

化、スポーツ科学研究活動の推進、地域連携・社会貢献活動を展開した。 
 

1．大学等教育部門 

 (1) 学部等の改編 

   八戸学院大学に別科助産専攻の設置を申請し、令和 4年 8月 31日付で指定通知を受けた。 

  これにより、令和 5年度から入学定員 4 名の助産師養成課程が開始されることになった。 
 

 (2) 教育の質の向上 

   「建学の精神」の理解に向けた取り組みとして、全学科 1年生を対象とした「宗教学」の初回講

義に、理事長による「学校法人の歩みと建学の精神について」の講話を実施した。 

 

2. 高等学校教育部門 

 (1) 高大連携教育の実践 

   八戸学院大学地域経営学部地域経営学科と系列校を含めた地域の県立・私立高等学校との SDGs

と探求学習を推進した。その他に法人上級学校見学会を開催し、法人内の上級学校への理解を深め

ることができた。 

 

 (2) 魅力ある学校づくり 

   生徒が充実した学校生活を送ることができるように、教育課程の改訂を行った。また、部活動の

活性化にも力を入れた。 

 

3. 幼児教育部門 

 (1) 幼稚園教諭の各種研修への派遣 

   昨年に引き続き、オンライン研修や八戸市内外で開催された各種研修会に参加し、教員の資質向

上を図った。 

 

 (2) 系列大学・短期大学部との連携強化 

   八戸学院大学の教員による英語教室、八戸学院大学短期大学部の教員による造形教室、リトミッ

ク教室などを定期的に開催するとともに、教員に対する合唱指導を実施して、幼稚園教育の充実を

定期的に図った。 

 

4. 国際教育部門 

 (1) 相互留学の促進 

   令和 4 年度は、中国・フィリピンとの相互交流を継続・発展させることを計画していたが、世界

的な新型コロナウイルス感染症の影響により、一時中断を余儀なくされた。 

 

(2) 関係校との連携強化 

   連携の強化についても規模縮小を余儀なくされたが、今後の拡大を図りたい。 
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5. 管理運営部門 

 (1) 経費節減等の推進 

   各種合理化を推し進めるべく、経費等の節減と予算の効果的配分を行った。また、電気料等をはじ

めとするエネルギー価格等の高騰により、節電等の対策を講じた。 

 

 (2) 施設整備計画の再構築 

   教育研究上の必要経費や施設・設備の整備は重要な課題であり、計画性をもって効率的な対応を

心がけている。 

   令和 5年度に向けて整備計画を策定中である。 
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Ⅲ．事業の概要 

1．個性ある教育の推進 

(1) 八戸学院大学 

  1）重点目標 

   ①教育の質の向上 

・本学の「建学の精神」の理解に向けた取り組みを実施した。 

ア. 全学科 1 年生を対象とした「宗教学」における初回講義として法官新一理事長による学

校法人の歩みと建学の精神ついての講話を開設した。 

イ. 本学チャペルに聖マリア像を設置し、定期的に「祈りの集い」を開催した。 

・本学における教育のさらなる高度化を目指して、各学科における取り組みが展開された。 

ア. 地域経営学部地域経営学科：学科完成年度を終えて、教育課程のさらなる改善案の検討

を開始した。 

イ. 健康医療学部人間健康学科：大学院開設構想ワーキンググループによる報告書を法人へ

提出し、玉川大学教育学部通信課程との連携による小学校教諭免許取得支援を構築した。 

ウ. 健康医療学部看護学科：別科助産専攻開設の文部科学省の認可を得て学生募集を開始し

た。 

・各学科の魅力と強みの創出が、各学科会議での議論を踏まえて、次年度の学生募集活動に反

映させる準備を整えた。 

・学修成果の評価法のさらなる高度化においては、令和 3年度よりルーブリック評価に基づい

た学修成果の把握を実施した。今後も継続して IR・EM 委員会主導により教育マネジメント

の充実を図っていく。 

・就職支援活動の強化として、対象を特定した活動の企画と実践を開始した。主な取り組みは、

関東圏在住の看護学科卒業生へ向けての U ターン支援事業の企画や強化指定部 4 年生を対

象とした就職ガイダンスの開始等が挙げられる。 

②高大連携事業のさらなる強化 

・地域経営学部地域経営学科における地域の県立・私立高等学校（系列校も含め）の SDGs と

探求学習に対する支援事業を推進した。 

・系列高校と大学の課外活動における一貫教育の指導体制の構築を目指して協議を行った。 

・県立八戸水産高校における国際航海実習の応援事業として、八戸圏域グローバルイノベーシ

ョン推進協議会と日本料理業「八戸芽生会」と連携して、船凍マグロの試食会を開催した。 

③地域との連携事業の強化 

・本学のテーマ「地域が学びのキャンパス」に対応する地域経営学科と八戸圏域グローバルイ

ノベーション推進協議会との連携による講義・実習活動を展開した。 

・令和 4年度に新設された八戸水産アカデミーにおける実行委員会メンバーとして、市内の大

学・高等教育機関と連携し、活動を支援した。（昨年度に発足した「八戸の水産業の未来を語

る会」は発展的に解消し、八戸水産アカデミーと合流した。） 

・スポーツ庁「大学スポーツ資源を活用した地域振興モデル創出事業」に採択された「氷都八

戸における次世代育成と食による地域活性化プログラム」の取り組みを法人スポーツ局、並

びに、八戸スポーツコミッションと連携し展開した。 

・スペシャルオリンピックス青森との連携大学の認定を受けて、支援活動を開始した。 

・八戸学院サテライト（美術館まちなかラボ、YS アリーナ、南部町）の活用については、継続

して協議・検討することとした。 

④国際交流事業の強化 

・コロナ禍における学生の国際交流活性化を目的として、国際交流委員会と地域経営学科との

連携により、中国、タイ、並びにオーストラリアの高等教育機関・大学等とを結ぶオンライ

ン国際交流プログラムを開催した。 
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  2）各学科の事業報告 

   ①地域経営学部地域経営学科 

地域社会に貢献する有為な「人財」育成を目指し、以下について重点的に取り組む。 

    ・「地域が学びの場」をモットーに、フィールドワーク、課外活動等を充実させ、自ら地域に興

味を持ち、自ら学び、主体的に課題解決に取り組む学生の育成に努める。その研究成果を地

域社会に発信する場として、「八戸 SDGsフォーラム」を継続的に開催する。 

ア. フィールド活動の一つとして、新郷村役場、三八地方森林組合、新郷村木の駅プロジェ

クト実行委員会の会員の方々とともに、山林地域における森林・林業の体験や木の駅プ

ロジェクト活動の知見を通して、地域における森林・林業の役割を学習した。 

イ. 八戸市との規格外・未利用農作物の活用に関する共同研究事業として、ひょう害を受け

たりんごを使用した八戸スムージーの開発・試験販売会をはっちで行った。 

ウ. 八戸圏域・地域グローバルイノベーション推進協議会との連携事業として、八戸都市圏

交流プラザ「8base」にて地元企業の食材を用いたメニューを紹介したり、圏域の認知

度などのアンケートを行い、販売戦略について取り組んだ。 

エ. 地域経営学科とイオンモール下田との共催で、第 2 回「八戸 SDGs フォーラム」（2022

年 3月開催）で発表した内容をパネルにして展示した。 

オ. 八戸水産高校が主催し、鮫観光協会と本学科が協賛し、高校生と本学科ゼミ生が蕪島神

社近辺の海岸の清掃活動を行った。 

    ・「高大連携事業」強化の一環として、高等学校で行われている「総合的な探究の時間」の成果

を発表できる場として、「八戸 SDGsフォーラム」を継続的に開催する。 

ア. 2023年 3月 12日に第 3回「八戸 SDGs フォーラム」を開催した。 

     イ. 本学科教員が県内の高校にて探究学習に関する出張講義や指導を行った。 

    ・高い就職率を維持するために、資格取得および教員採用試験・公務員試験対策を充実させる

とともに、地域の企業との連携を強化、充実させる。 

ア. ファイナンシャルプランナー2 級、3 級、ITパスポートの資格取得する学生が増えた。 

     イ. 本学科学生は市役所職員、消防署職員、警察署職員に就職した。 

    ・完成年度を終えた地域経営学科として、地域社会に必要とされる「人財」の要望を吸い上げ

ながら、カリキュラムを充実させ、教育を滞りなく学生に提供する。 

ア. 八戸市の県立高校の教員と面談し、本学への要望を聞き取り調査した。 

     イ. 社会状況・ニーズに応じて講義内容を修正すると共に新たな科目の設置を検討した。 

②健康医療学部人間健康学科 

    以下の項目について重点的に取り組む。 

・教育に関しては、現行カリキュラムに課題や改善すべき点がないかを検討する。また、実習

科目における備品・設備の充実に努め、老朽化した機器類の更新を進める。 

      社会福祉士養成課程では教育内容の見直しにより、2021 年度入学生から新カリキュラム

が適用され、実習時間が旧の 180 時間から 240 時間に増加していることから、実習先の開

拓を図った。実習科目における道具・備品類の補充と更新は順次行った。 

     IR・EM 委員会の主導により作成した学科用の「学習成果の可視化のためのルーブリック評

価表」により、12月にはこの評価表を用いて全学年を対象に調査を実施した。また、今年度

新たに玉川大学（通信課程）との連携協定を結び、令和 6年度から本学 3年次に在学し中学

校教諭一種及び高等学校教諭一種免許状（保健体育）を取得見込みである場合、小学校教諭

二種免許状の取得をめざすことができるようプログラムの開設準備を開始した。 

    ・就職・資格取得に関しては、高い就職率を維持するとともに、学生が希望する資格取得に向

け、カレッジドバイザーがキャリア支援課と連携して学生の支援に当たる。教員採用試験（養

護・保健体育）、JATI認定トレーニング指導者試験ならびに社会福祉士国家試験の合格に向

けた取り組みを継続して行う。 

      就職率は、2023 年 3 月 31 日の時点で、97.4％に達している(2 名結果待ち)。教員免許

は、高等学校教諭一種免許状（保健体育）は 24 名、中学校教諭一種免許状（保健体育）は

14 名、養護教諭一種免許状は 24名（うち高校教諭・中学教諭とも両方の取得 11名）が取

得した。また、公立学校教員採用試験（養護・保健体育）には、養護教諭 2名（青森県と北

海道各 1 名）が現役合格した。JATI 認定トレーニング指導者試験は 1 名が受験し、JSPO

公認スポーツリーダー（新コーチングアシスタント）は 3名が申請した。認定心理士の資格
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申請は 28 名が行い、これまでで最多となった。社会福祉士国家試験は、6 名が受験し 2 名

（合格率 33.3％）が合格した。本学で実施している八戸学院健康マイスターには 4 人が申

請し全員が認定された。 

    ・地域貢献活動に関しては、地域住民の健康調査を行うと共に、公開講座を開催する。これら

を含めた健康増進活動を、自治体および企業とも連携しながら実施する。 

      今年度も新型コロナウイルスの影響があった。健康調査については、階上町などで予定さ

れていたものが中止となったが、2022 年 5 月 2 日の光星高校での体力測定や 5 月 16 日の

南部町の転倒・寝たきり予防教室に参画した。また 10 月 23日の大学祭での健康調査には、

来場者 127 人、学生 18 人が測定に訪れた。三八五流通（株）との連携事業では、2022 年

10 月 20日（木）に三八五流通本社にて「令和 4 年健康測定会」を実施した。本学からは教

員 4人、学生 12人が出向き、三八五流通の社員 72名程が参加した。 

今年度の地域医療セミナーは、2022年 11月 10 日（木）520講義室において、医療法人ス

マイルクリエイト／根城よしだ歯科院長の吉田洋一先生を講師に招いて実施した。このセミ

ナーのテーマは「今からでも始められる歯の健康管理」であった。公開講座は、八戸市美術

館 2階の「八戸学院まちなかラボ」を会場にして、学科紹介をポスター発表の形式で 6月か

ら 7月に実施した。 

    ・研究活動に関しては、科学研究費補助金などの外部資金の獲得に積極的に取り組む。 

      科学研究費補助金の採択は、基盤研究C が 2件であった。また、本学の「特別研究費」に

は 1件（研究者 1名）、「イノベーションプログラム（基金）研究等補助金」には 3 件（研究

者 8名）の申請があり、いずれも承認された。 

③健康医療学部看護学科 

 以下の項目について重点的に取り組む。 

・旧カリキュラム、改正カリキュラム、新カリキュラムの並行および学内実習の教育環境を充

実させ、教育を滞りなく学生に提供する。 

4 年生の旧カリキュラム、2・3 年生の改正カリキュラム、1 年生の新カリキュラムは滞り

なく行われた。令和 3年度大学改革推進等補助金を活用し、学内実習・演習に必要な教材や

老朽化したAV機器類を更新し教育に役立てることができた。 

・国家試験合格率 100%を目指した国家試験対策を計画的に推進する。 

  4月から 1月現在まで計画した学内模試、全国模試、業者による講義、教員による学内補

講などはすべて順調に実施することができた。しかし、昨年に比べ成績下位の学生が多く小

集団指導や個人指導を今でも継続している。また、これらを無断欠席や、連絡しても反応を

示さない学生が目立ち、3 年生まで習得すべき学習態度として今後の課題である。結果、合

格率は看護師 91.1％、保健師 90％であった。 

・特別な支援を必要とする学生（心身の不健康・留学生・社会人経験者・編入生・強化指定部・

成績不良者など）に、きめ細かい学習支援を実施する。 

ゼミ担およびカレッジアドバイザーが主となり学生の状況を講義や実習、その他の場面で

得ることが多く、相談指導に当たった。内容によっては、学科長や学生相談支援室、関連す

る委員会にも相談し、すべては毎月の学科会議で報告された。教員同士の連携は良く、必要

時保護者にも連絡しながら対応した。特に支援を多く必要とした学生は、心身の不調、学業

不振、進路変更の悩みを抱えている学生であった。今年度は 3 年生で進路変更する学生が数

名おり、1，2 年時に全く気付けない状況であったため、入学後に学生と関わる際には進路へ

の迷いの有無について確認していく。 

・地域医療に関わる教育・研究・活動を通じて、地域との交流を図り地域貢献に繋げる。 

地域医療にかかわる教育については、小児救急看護（オンライン）、鷗盟大学講師、喀痰吸

引研修講師、南部町妊産婦新生児訪問などの要請に応えた。また、地域医療スタッフの教育

に関しては、青森県看護協会主催の研修講師、院内看護研究指導などで貢献できた。地域で

の活動では、人間健康学科との共同事業である三八五流通（株）での健康調査と健康ミニセ

ミナー、地域医療セミナー（外部参加なし）を開催した。県や市の地域医療の向上を目指し

た委員会への所属も継続できた。一般対象市民を対象の公開講座はパネル展示の形式で開催

した。研究については、19 件のうち 7 件が地域医療に関するもので論文掲載あるいは発表

がなされた。 
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3）財政基盤の強化 

   ①法人内各学校からの入学 

     八戸学院光星高等学校ならびに八戸学院野辺地西高等学校に対して、八戸学院大学および八 

戸学院大学短期大学部の理解促進を図ることを目的として、高大連携事業を例年同様に実施し 

た。具体的には、両高等学校教員のほか生徒への上級学校説明会やキャンパス見学会、文化祭 

への出展などが挙げられる。また、平成 30年度からは、八戸学院光星高等学校の生徒に対し 

て、八戸学院大学ならびに同短期大学部の講義の受講機会を提供しており、令和２年度からは、 

これまで開講していた外国語関係講義に韓国文化を追加し、多文化に触れられる機会を設ける 

など、より密接な連携を進めてきた。系列高等学校からの入学者数は次表の通りである。 

 

   ＜系列高校入学者数（過去 5 年間）＞ 

年度・学科名 
光星高校 野辺地西高校 

合計 
男 女 計 男 女 計 

令和 4年度 

地域経営学科 12 3 15 3 0 3 18 

人間健康学科 2 6 8 4 1 5 13 

看護学科 2 8 10 1 2 3 13 

令和 3年度 

地域経営学科 9 6 15 6 0 6 21 

人間健康学科 6 5 11 2 0 2 13 

看護学科 0 5 5 0 1 1 6 

令和 2年度 

地域経営学科 4 2 6 4 0 4 10 

人間健康学科 4 6 10 0 0 0 10 

看護学科 0 7 7 1 1 2 9 

令和元年度 

地域経営学科 4 1 5 2 1 3 8 

人間健康学科 3 1 4 3 1 4 8 

看護学科 0 8 8 0 0 0 8 

平成 30年度 

地域経営学科 10 0 10 3 0 3 13 

人間健康学科 6 5 11 1 0 1 12 

看護学科 3 9 12 0 0 0 12 

（既卒者含む） 

 

   ②退学防止策 

     カレッジアドバイザー会議を学部・学科ごとに毎月定期的に開催し、学業や生活面において 

問題を抱えていると思われる学生について、教員間で情報を共有して指導を行っている。また、 

問題を抱えている学生の情報を学内WEBシステムに記録することにより、全教員が情報を共 

有することが可能となっており、全学をあげて退学防止に努めてきた。なお、運動部に所属す 

る学生が多いため、指導者との情報共有も密にした。 

 

   ＜地域経営学科における退学・除籍理由の内訳：件数（過去 5年間）＞ 

学科名 項   目 30年度 元年度 2 年度 3 年度 4 年度 合計 

地
域
経
営
学
科 

①-a 学業不振（4年生） 2 0 0 0 1 3 

①-b 学業不振（3年以下） 0 0 0 0 0 0 

②部活動退部のため 3 0 1 1 1 6 

③環境不適応 0 0 0 0 2 2 

④経済的事情 3 0 2 0 2 7 

⑤他の教育機関へ進路変更 0 0 1 1 1 3 

⑥就職等の理由 0 0 2 0 3 5 

⑦上記以外 3 5 5 1 4 18 

計 11 5 11 3 14 44 
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   ＜人間健康学科における退学・除籍理由の内訳：件数（過去 5年間）＞ 

学科名 項   目 30年度 元年度 2 年度 3 年度 4 年度 合計 

人
間
健
康
学
科 

①-a 学業不振（4年生） 0 0 0 0 0 0 

①-b 学業不振（3年以下） 0 0 0 0 0 0 

②部活動退部のため 0 3 1 0 0 4 

③環境不適応 0 0 0 0 1 1 

④経済的事情 3 1 1 2 7 14 

⑤他の教育機関へ進路変更 1 1 0 1 3 6 

⑥就職等の理由 1 1 0 2 3 7 

⑦上記以外 4 8 4 2 5 23 

計 9 14 6 7 19 55 

 

  ＜看護学科における退学・除籍理由の内訳：件数（過去 5 年間）＞ 

学科名 項   目 30年度 元年度 2 年度 3 年度 4 年度 合計 

看
護
学
科 

①-a 学業不振（4年生） 0 0 0 0 0 0 

①-b 学業不振（3年以下） 0 0 0 0 1 1 

②部活動退部のため 0 0 0 0 0 0 

③環境不適応 0 0 0 0 1 1 

④経済的事情 1 2 0 1 1 5 

⑤他の教育機関へ進路変更 1 0 0 0 1 2 

⑥就職等の理由 1 0 0 0 0 1 

⑦上記以外 4 2 5 2 1 14 

計 7 4 5 3 5 24 

 

 

(2) 八戸学院大学短期大学部 

  1）重点目標 

   ①カリキュラム内外の教育活動を通して、教養と専門性および汎用的能力を備えた専門職者を養

成する。 

     コロナ禍での苦労はあったが、両学科ともきめ細かい対応によって授業・実習をやり遂げる

ことができた。行事に関しても感染防止に努めながらすべて実施し、幼児保育学科では新たに

幼稚園と連携して「星の子シアター」を実施した。学修成果把握のためのルーブリック調査を

継続し、IR の分析によって成果が確認された。資格取得率は保育士 90％、幼稚園教諭二種免

許状 89％、介護福祉士国家試験合格率 100％であった。 

   ②地域貢献活動や地域をフィールドとした教育研究活動を推進し、その成果を地域に発信する。 

     学生のボランティア活動は基本的には休止しているが、教育と密接に関連した活動について

は教育の一部として再開した。本来は市中で行われる「八戸小唄流し踊り」は中止になったが、

学内において両学科揃って実施した。地域をフィールドとした研究活動（ゼミナール等）も実

施され、学生にとって貴重な学びの機会となった。これらについて、新聞やテレビ等のメディ

アを通じて地域への発信を実現することができた。また、教員による地域貢献活動は例数多く

多方面で展開された。 

   ③法人内高校・幼稚園との連携事業を推進し、学生の学びの幅を拡げる。 

     両学科ともに光星高校との連携事業を推進し、実習報告会やゼミナール研究成果報告会への

高校生の参加を実現した。系列の幼稚園には学生が行事の手伝い、学びの成果発表に訪れ、さ

らに幼稚園と合同でリトミック表現の舞台「星の子シアター・ノアの箱舟」を作り上げた。ま

た、幼児保育学科の「砂浜彫刻」には昨年に続いて光星高校保育福祉科の 2年生が参加し、系

列幼稚園の園児も見学に訪れるなど連携を深めることができた。 
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   ④ ICTの積極的な活用によって、学生支援および教育の質の向上を図る。 

     ICT の活用は大きく進んだわけではないが、教育を展開する上で欠かせない一部となってい

る。複数の教室をオンラインでつなぐ授業、オンラインでの課題提出、補講の実施等はかなり

スムーズに行われるようになった。ただし、パソコン保有率の低さ、学内のオンライン環境の

未整備などの問題は継続している。 

   ⑤多様な背景を有する学生へのきめ細かい支援を行うとともに、学生間の交流を推進し、キャン

パスの魅力を高める。 

特別な支援を必要とする学生に対しては、学生相談・特別支援室が中心となって支援の方向

を検討し、学科内で連携して実施した。悩ましい事案は発生するものの、支援の体制は充実し

てきた。介護福祉学科の留学生の支援についても学科内できめ細かく実施した。次年度は留学

生の大幅な増加が見込まれるため、学科に留まらず、大学・短大全体での支援体制の充実が望

まれる。両学科の学生交流は学生会を中心に展開されており、一部のゼミナール間で学びの交

流も行われた。その拡大が今後の課題となった。 

 

  2）各学科の事業報告 

   ①幼児保育学科 

・保育者としての使命感を自覚し、高い実践的専門性を有する保育者を養成する。 

     令和４年度は、コロナ渦であっても対面授業を基本としながら個別事情に応じてリモート授

業や個別課題、補講などの柔軟な対応を行って、学生に質の高い授業を提供することを何より

も優先した。実習ではGPAに基づいて必要な学生には面談を通して事前指導を行うとともに、

感染症防止と検査キットを用いての自己健康管理を徹底させることを通して保育士としての

使命感と責任を自覚させるように努めた。また、実習園とのコミュニケーションの場ともなっ

ている実習担当者連絡会議がコロナ禍で対面では実施出来なかったものの、資料を各実習園に

送付して本学の教育に対する考え方や指導の概要を伝えて理解してもらうように努めた。その

結果、実習におけるトラブルは多少あったものの、教員側の敏速できめ細かい対応で大きな問

題に至ることなく、目標をほぼ達成することができた。 

・豊かなコミュニケーション能力と表現力を備え、他者と協働する力を有する保育者を養成する。 

     令和４年度も実習報告会やゼミナール研究報告会、模擬保育等を通してコミュニケーション

能力の向上と他者と協働して目標を達成する機会を多くもつことができた。「実践国語表現」で

は、とりわけ 1 年生において漢字力向上が顕著にみられ、満点の学生が例年になく多かった。

11 月には、系列幼稚園 3園の年長児との共演により「ノアの箱舟」を八戸市公会堂で上演し、

建学の精神に即した文化芸術活動として展開することができた。また、12 月には「はっち de

クリスマスコンサート」を八戸ポータルミュージアムで開催した。この活動は、音楽科を中心

としたゼミナール活動やサークル活動、その他読み聞かせサークル等が 3年前から学修の発表

の場と地域貢献を目的として行っているもので、例年好評を博している。これらの活動を通し

て豊かな表現力やコミュニケーション力を育むとともに、人との関係づくりについて学ぶこと

ができた。 

   ・郷土の伝統文化を尊重する心を育み、地域社会及び国際社会の発展のために貢献できる保育者 

    を養成する。 

     夏の市民の祭りである「流し踊り」は令和 4年度も中止となったが、学内において独自に実

施した。例年通り美術の授業で吹き流し制作を行うとともに、平成 28 年度「八戸市景観賞」

を受賞した美保野キャンパスのケヤキ並木を浴衣姿の学生と教員が練り歩き、郷土の伝統文化

に親しむことができた。新聞・TV による取材もあり、こうした本学の取り組みが広く市民に理

解された成果は大きい。引き続き郷土の自然と文化を大切に守り、地域の発展に寄与しうる学

生の育成に力を尽くしていく。 

   ・教学マネジメントの確立に向けて引き続き学修成果の可視化を進めるとともに、三つのポリ 

シーの見直しを行い学修者が明確な到達目標の下で自らの学びの成果を実感できる教育改善 

を図る。 

 令和 5 年度に新カリキュラムがスタートすることもあり、学長のリーダーシップで三つのポ

リシーの見直しを行った。また、ルーブリック評価に基づいた学修成果の可視化を継続すると

ともに、教育の質保証を一層推進するため、IR・EM 委員会がイニシアチブを執ってポートフ

ォリオ作成を行った。これによって教学マネジメントのさらなる充実が図られた。 
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②介護福祉学科 

   ・介護福祉職としての姿勢を育み、実践的専門性を有する介護福祉職を養成する。 

実践的専門性を有する介護福祉職の養成のため、学事歴及びシラバスに沿った授業展開がな

され、計画通り実施された。前年度に引き続き、ルーブリックを活用した学修成果の把握を毎

学期実施し、所期の学習成果が達成されていることを確認した。また、達成度の低い学生に対

し、カレッジアドバイザーによる個別的な支援を行った。 

   ・学生のコミュニケーション能力と表現力を高める。 

実習や演習形式の学習を通じて、テーマの設定、取り組みの展開、取り組み結果の報告等を

体験することにより、コミュニケーション能力や表現力の育成を図った。 

   ・学修意欲を喚起し、地域福祉の向上に貢献する介護福祉職を育成する。 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響は受けたが、介護実習を通じ、自ら実習計画を策定し

実習に取り組む体験を重ね、介護福祉士としての実践的な専門性の養成を図ることができた。 

   ・多様な視点から考え理解し、関係形成ができる介護福祉職を育成する。 

ゼミ活動を通じて、多様な視点から考え理解を深めることを体験するとともに、学外でのゼ

ミ活動を行うなど、地域貢献の視点を道ながら、考え理解できる資質の向上を図った。また、

2年生は「流し踊り」に自主的に参加し、練習を含めて自ら企画し実施する経験を持った。 

   ・入学者の多国籍化などに対応し、学生支援の充実を進める。 

外国人学生の生活支援については、カレッジアドバイザーが中心となり、学科内教員が連携

した取り組みを展開することができた。また、留学生に支援をおこなっている南部町や介護事

業者との連携による支援も進めた。 

   ・介護福祉士国家試験合格率 100%を目指す。 

2 年生を対象とした介護福祉士国家試験対策講座を通年実施し、基礎学力の向上と国家試験

合格への意識向上を図ることができた。新卒者11名と既卒者1名の介護福祉士国家試験合格率

は100%であった。 

   ・就職希望者の就職率 100%を目指す。また、大学編入学希望者への支援を行う。 

カレッジアドバイザー制を活用し、就職支援、生活支援について、学生の希望に沿った個別

的な指導支援がなされ、就職率100%を達成できた。2022年度においては、大学編入希望者は

なかった。 

   ・系列校や地域の介護事業者との連携による入学者の確保を進める。 

入学者確保のため、系列校と２回にわたり協議を実施し、出前事業、実習報告会への参加な

どの取り組みを実施した。また、青森県地域医療介護総合確保基金からの助成を受け、介護人

材確保のためのプラットファーム会議を設置し、人材確保にかかる検討協議、高等学校への出

前講義、広報資料の作成、調査研究などの事業を実施した。外国人留学生の受け入れのため、

南部町との連携により1名の留学生を受け入れた他、地域の介護事業者との連携により、2023

年度の外国人留学生の受け入れを進めた。 

 

  3）財政基盤の強化 

   ①法人内各学校からの入学 

     令和４年度は法人内学校から 46 名が入学し、全入学者数 115 名に対して 40.0％を占めて

いる（令和 3年度は 39名で 38.2％）。引き続き高大連携を深め、法人内学校からの入学者数

増加を図る。本学科の魅力を知ってもらうため、学科教員による出張授業などをより積極的に

行い、また、砂浜彫刻以外の学科行事にも一緒に活動できる場を設定して学生や教職員と交流

できる機会を増やしたい。 

 

年度・学科名 
光星高校 野辺地西高校 

合計 
男 女 計 男 女 計 

令和 4年度 
幼児保育学科 0 28 28 1 4 5 

46 
介護福祉学科 5 7 12 0 1 1 

令和 3年度 幼児保育学科 2 32 34 0 1 1 39 
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介護福祉学科 2 1 3 0 1 1 

令和 2年度 
幼児保育学科 0 27 27 0 0 0 

38 
介護福祉学科 4 7 11 0 0 0 

令和元年度 
幼児保育学科 0 24 24 0 1 1 

27 
介護福祉学科 0 1 1 1 0 1 

平成 30年度 幼児保育学科 1 36 37 0 2 2 39 

②退学防止策 

     令和 4 年度は、前期中に 1 年生の退学が相次いだ。保護者と本人と面談した結果、「学修に

興味がもてない」「保育者 or 介護福祉士に向いていないと思った」という理由が多かった。「経

済的な問題」がそれらの背景にあると感じられたケースも少なくないが、専門職の魅力を十分

に伝えることが出来なかったことや学生の学びの意欲を引き出せなかった点は大きな課題と

いえる。 

退学は、学生の人生を大きく変えてしまう重大な出来事である。また、「現代社会が要請する

有為の人材を育成する」という建学の精神をもつ本学にとっても大きな損失であり、それは地

域社会にとっても同様である。最近は、国の支援も手厚くなり学びたい意欲をもつ学生が経済

的理由で学業を断念しなければならないケースは少なくなっている。学業不振や学修意欲減退

に対する対策が急務であり、専門職を目指す学生が自己の特性やペースに合ったきめ細かい学

修サポートが受けられるように学修指導体制の構築を図る努力が必要である。 

こうした問題の改善策の一つとして、入学して間もない 1年次前期に、専門職としての仕事

の魅力について学べる機会をより多く提供することが挙げられる。 

 

＜幼児保育学科における退学理由の内訳：件数（過去 5年間）＞ ※5月 1日現在 

学科名 項 目 30 年度 元年度 2 年度 3 年度 4 年度 合計 

幼児保育学科 

① 学業不振 0 0 0 0 0 0 

② 経済的事情 0 0 0 0 2 2 

③ 進路変更 0 2 2 1 3 8 

④ 傷病 0 0 0 0 0 0 

⑤ 一身上の都合 2 4 2 2 4 14 

計 2 6 4 3 9 24 

 

＜介護福祉学科における退学理由の内訳：件数（過去 5年間）＞ ※5月 1日現在 

学科名 項 目 30 年度 元年度 2 年度 3 年度 4 年度 合計 

介護福祉学科 

① 学業不振 － 0 0 0 0 0 

② 経済的事情 － 0 0 0 1 1 

③ 進路変更 － 0 1 0 2 3 

④ 傷病 － 0 0 0 0 0 

⑤ 一身上の都合 － 0 0 3 0 3 

計 － 0 1 3 3 7 

 

 

(3) 八戸学院図書館 

1）利用環境 

①学習環境の整備 

既設オープン PC（固定式）の劣化及び故障により稼働数が減少したことで、貸出用ノート PC

の台数を 5 台増やし、計 10 台で対応した。また「ラーニング・コモンズ」空間として現存のチ

ャペルや個別学習室をラーニング・コモンズ空間として開放し、活用できる場所を増やした。 
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②資料の整備 

看護学科や介護福祉学科に開設される科目のニーズに対応し DVD 資料の購入に務めた。また

現代社会の情勢に適合しなくなってきている地域経営系や情報系等に関わる資料に替わる新たな

資料を購入した。また学生からの図書のリクエストが増加していることから予算を増額し資料の

整備を行った。 

 

2）利用者増及び読書推進 

    コロナ禍の影響により利用者数が減少したが、図書館利用喚起の取り組みとして、話題性のあ

る小説やノンフィクション、八戸の地域資料および SDGs 関連本を積極的に取り入れ、面陳列に

よる特別コーナーへ配架した。また約2ヶ月毎にテーマを変えながら本を展示する「テーマ展示」

を継続実施したほか、読書推進イベントとしての「ブックハンティング」や「ビブリオバトル」

を実施した。かかる取り組みの成果により、コロナ前には及ばないが、利用者数は増加した。 

 

3）内外図書館および地域との連携 

①八戸工業大学との連携 

    恒例となった読書週間に、各大学の学生が双方の図書館を訪れて選書する図書の交換展示を継

続して実施したほか、初の「ビブリオバトル交流会」を開催し学生間の交流も行った。 

②デーリー東北新聞社との連携 

2 年ぶりの開催となった「ビブリオバトル in ハチノヘ」に 2 名の学生が出場したほか、スタ

ッフとして参加した学生の活動が目に留まり、取材を受けるなど本学の学生の活躍が目立った。 

③八戸ブックセンターとの連携 

「ひと棚」企画への本学の教員推薦を行い、本学教員の「アカデミックトーク」を八戸ブックセ

ンターで行ったほか、今回で 3 回目となる学生の「ブックハンティング」に 10 名の学生が参加

し、購入した図書は図書館内に展示し公開した。また八戸工業大学との「ビブリオバトル交流会」

に八戸ブックセンタースタッフの参加を促し、交流を行った。 

④高大連携 

コロナ禍の終息が見えないなどの事情により、高校の図書委員の生徒たちへ図書館の運営や読

書推進等の説明会や講演を行う機会を設けることができなかった。 

 

4）広報活動 

     図書館の利用促進や読書推進のために広報活動として学内向けフリーペーパー「六号館」を毎

月発行したほか、ホームページや SNS等での発信を行った。また学生参加の「ビブリオバトル」

や「ブックハンティング」等のイベントを開催するとともに、新聞等のメディアに対する情報提

供に努めた。 

 

 

(4) 八戸学院地域連携研究センター 

1）基本事業 

地域文化、地域産業、地域スポーツ、地域連携、国際交流等、地域の経済活動と教育・研究活動

が連動した産業の調査や実証事業を行ったが、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて、今年度

は前年度実施した防災士養成講座は開催中止とした。 

 

2）継続事業 

    自治体からの委託事業および企業との連携事業や各種講座などの教育事業を行った。 

≪事業名等≫ 

・ビブリオバトルの運営協力（デーリー東北新聞社との連携） 

平成 30 年度から主幹業務を図書館事務室に移管し、地域連携研究センターは共同開催者で

あるデーリー東北新聞社との連絡や調整役として参画していたが、今年度は、図書館事務室が、

連絡調整役も担い開催した。 

・地域医療セミナー、健康医療学部公開講座（健康医療学部プロジェクト） 

  地域医療セミナーは新型コロナウイルス感染対策として、学内の学生・教職員のみを対象と
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して開催。学生・教職員約 200名が参加した（一部オンライン視聴あり）。 

・スポーツ教室、防災士養成講座など（地連研Cプロジェクト） 

  スポーツ教室は、スポーツ庁委託事業「大学スポーツ資源を活用した地域振興モデル創出事

業」の採択を受け、その中で実施。ただし、新型コロナウイルスの影響にて一部中止となった。

防災士養成講座は新型コロナウイルスの影響にて開催見送りとした。 

 ・八戸市の水産業再活性化を視野に入れた県立八戸水産高校との高大連携事業 

      八戸市の水産業の現状と課題についての研究を行う、（仮称）八戸の水産業の未来を語る会の

組織化については、八戸市で今年度より始まった「水産アカデミー」が開催された関係で、そ

ちらに参加することで、今後連携活動を進めていくこととした。成果報告会および試食会につ

いては、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、八戸水産高校マグロ延縄漁業実習応援プ

ロジェクトは延期とした。 

 

3）新規事業 

八戸市新美術館のサテライトキャンパスおよび YS アリーナ八戸のサテライトキャンパスの他、

南部町旧庁舎へ設置したサテライトキャンパスの3拠点サテライトキャンパス利活用事業として、

様々な活動などでの利活用の推進に努めたが、なかなか思うようには運営できず、引き続き利用可

能性について各学部と協力して検討を進めて行くこととした。 

国際交流事業としては、オンラインによるERASMUS家庭科プロジェクトに参加した。トルコ、

イタリア、ポルトガル、アイルランドから小学校の先生や教授が参加され、家庭科の内容の発表の

あと、各国での文化（家庭科に取り組まれる内容）についてブレインストーミングも行うなど、地

連研と海外の教育機関との連携活動が実施された。 

また、県より地域共創ビジネスプログラム創出事業の委託事業の採択を受け、地域の企業と学生

との新商品・新サービスの開発に向けたワークショップ等の取組を行った。 

 

 

(5) 八戸学院光星高等学校 

1）重点目標 

   ①2学科の特性を生かし、一体感のある、調和のとれた学校づくりの推進 

   ②多様性・人格・個性を尊重し、個々の適正に応じた学力の養成と生徒指導 

   ③発達課題の克服や自立を促し、多様な進路志望を達成するキャリア教育 

   ④豊かな心を育む、道徳教育と国際理解教育の推進 

   ⑤自己実現や地域貢献を目指した、部活動の活性化 

   ⑥地域や児童生徒から選ばれる学校、「光星ブランド」の確立 

 

2）各科の事業報告  

①普通科 

    ・文部科学省認定「高校生のための学びの基礎診断」制度に則り、基礎学力定着と学習意欲の 

向上を促すため特別進学コースと同じ模擬試験を進学コースとスポーツ科学コースでも実

施した。 

    ・学習支援クラウドサービス「Classi（クラッシー）」を活用して課題の配信や授業での活用に 

より学習の PDCAサイクルの構築とポートフォリオ記録の習慣化が加速した。 

    ・全体の進学率 159 名（86％）うち 4年制大学 105 名（66%） 

上級系列学校 26名（25％）公務員 7名（26％）の実績となった。 

＜特別進学コース＞ 

    ・今年度の主要進学実績は国公立大学合格者 7 名、私大は早稲田・玉川・帝京大学等である。 

・主要教科の先取り学習と大学入試問題を中心とした実践的学習で英語・数学・国語は 2 年次

で教科書の内容をほぼ修了させた。3年次には大学入学共通テスト対策をはじめ実践的な演

習を行い、大学入学共通テストは全員が受験した。 

    ・0校時授業や夏期・冬期・春期休業中の短期講習、放課後講習を実施したことにより、主要 

3 教科の集中講義を行うことで年間の授業進度を早め、大学共通テスト等に向けた準備を進

めることができた。しかし、長期休業中の講習の際にスクールバスが出ないために講習に参
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加できない生徒がいたことが今後の課題と改善点である。 

＜進学コース＞ 

    ・今年度の主な進学実績は東北学院大学・東北福祉大学・東洋大学等である。 

    ・特別進学コースと同じ模擬試験を受けることで受験に対する意識の向上が見られた。 

    ・入学直後に中学時までの英語・数学・国語の基礎学力定着度をテストで確認し、それにより 

弱点克服の個別指導を行った。 

    ・各年次とも英語・国語・数学など各種検定に積極的に取り組み高い合格率を出した。 

    ・国際教養コースは、高大連携事業の１つである八戸学院大学の学修とＣＮＥ1 とのオンライ 

ンマンツーマン英会話をおこない、充実した内容の濃い活動ができた。 

＜総合学習コース＞ 

    ・今年度の進学実績は八戸学院大学と八戸工業大学である。 

    ・資格取得を強く推進し、『工業系』『ビジネス系』ともに全員が資格取得に励んだ。 

＜スポーツ科学コース＞ 

・今年度の主な進学実績は専修大学・日本大学・國學院大学・近畿大学・国士舘大学・東北学 

院大学等の私大である。 

    ・八戸学院大学健康医療学部人間健康学科との連携により、専門種目の教授による特別講義の 

受講や、大学の施設、機材を使用させてもらったことで段階的、継続的な学びができた。 

    ・外部講師による特別授業や講演会を実施したことにより幅広い進路選択が可能となった。 

    ・各年次で校内外の各種実習や中学校での出前授業を通して、多種多様な関わりができるよう 

になり心身共に成長を促すことができた。 

②保育福祉科 

ア. 高大接続に関して 

    ・幼児保育学科の「砂浜彫刻」に参加（2年次保育コース） 

      昨年度から、授業の一環として参加。短大生の活動や製作作品を目の当たりにしたことに 

より進学意欲の高まりが見られた。 

・短期大学部介護福祉学科説明会（2・3 年次福祉コース 26名が参加） 

      介護福祉学科の教授 2 名による説明と実技を交えた講義により、短期大学部の介護福祉科

の特色の理解につながった。 

    ・美保野キャンパス見学会を実施（1 年次） 

      大学・短期大学部の雰囲気を感じ、授業の一部を見学させてもらい進学後のイメージアッ

プにつなげた。 

・幼児保育学科、介護福祉学科との連絡協議会を実施（職員） 

本校受験生の情報提供や、卒業生の在籍情報・進路情報など相互理解を図った。 

・「星の子シアター」鑑賞（1～3年次） 

園児たちの可愛らしさに触れるとともに、短大生の活躍に感銘と刺激を受けていた。 

・幼児保育学科のゼミ発表会見学（1年次） 

「ゼミナール」のしくみや、ゼミごとの研究内容の差異、プレゼンテーションのスキルな 

どについて理解を深めた。 

    ・系列幼稚園行事へのボランティア活動に参加 

各幼稚園の運動会、クリスマス会などに多数の生徒が参加した。 

    ・学科ごとの進学率 

      幼児保育学科進学率 70％（在籍 49名中 34名） 

      介護福祉学科進学率 53％（在籍 19名中 10名） 

      八戸学院大学（地域 2 名、健康医療 3名）進学を含めると、系列校への進学率は 72％で 

ある。 

イ. 生徒募集戦略等に関して 

    ・コロナ禍で、準備はしていたものの今年度も出前授業や異世代交流等のイベントは実施でき 

なかった。そのため次年度に向けて「保育」「介護」に興味を持ってもらえるような動画制作 

を企画中である。（令和 5年度完成予定） 

・アクティブスクールにおいて、生徒の自主性やプレゼン能力の高さが中学生に評価された。 

・専門資格以外の検定については、「ワープロ検定 3級」に関して、全員受検、全員合格をマス

トにした。 
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3）財政基盤の強化 

  ①系列大学への進学率向上 

   系列大学へ進学を促進するための取り組み 

    ・大学・短期大学部の行事へ例年以上に積極的参加を促した。加えて「大学の学修」やオープ

ンキャンパス、進路相談会、施設見学会、実習報告会等の情報を 3年次生だけでなく、1 年

次生・2 年次生にも提供し、参加を義務付けるなど年々、高大接続は強固なものになってい

る。また、保育福祉科については、短期大学部教員との連携協議会立ち上げによって、相互

理解がより深まり、結果、幼児保育学科への進学率 70％・介護福祉学科への進学率 53％と

いずれも高い進学率となった。 

  【法人内大学への進学者数】 

大学・短大名 学部・学科 
令和 4年度 

入学生 

令和 5年度 

入学生 

八戸学院大学 

地域経営学部 地域経営学科 15 名 22 名 

健康医療学部 人間健康学科  8 名  9 名 

健康医療学部 看護学科 10 名  4 名 

八戸学院大学 

短期大学部 

幼児保育学科 28 名 34 名 

介護福祉学科 12 名 10 名 

合  計 73 名 79 名 

 ②退学防止策 

   退学防止へ向けた取り組み 

   ・今年度 1月 31日現在で 19名（転出 8・退学 11）の生徒が転退学したが、内訳は、1年次 13

名、2年次 4名、3年次 2名（内 1名は病死）である。1年次生は入学後間もなく集団に適応

できず、長欠となったケースがほとんどであり、ほぼ全員が中学時より不登校傾向のある生徒

であった。また、2・3年次生は 1 年次からの長欠者で、保健室やカウンセリング室等で学習

させ、なんとか引っ張ってきた生徒であったが、学校の親身な対応には感謝しつつも、普通学

級への復帰は無理との申し出があり在籍移動となった生徒である。しかし、中学校の現状から

見ると、この種の生徒が増えることは間違いないので、受け入れた生徒については、科長、担

任、養護教諭、教科担当、部活動顧問などがチームを組み、情熱を持って学校継続へ向けての

指導を続けていく方針である。 

 

 

(6) 八戸学院野辺地西高等学校 

1）重点目標    

①安心、安全な学習環境に務め、保護者との連携強化、相互理解を図り、より楽しい学校を目指

す。 

・生徒、教員が共に「新型コロナウイルス感染症対策」を徹底し、感染者への適切な対応によ 

り安心・安全な学習環境を構築し、昨年度より多くの学校行事を開催することができた。ま

た、保護者へのきめ細やかな連絡等により本校の教育活動への理解を得ることができた。 

②教員研修を一層充実させ、教育の質を高め文武両道を目指す。 

・教員研修を年 4 回開催した。 

第 1回（ 4月）「教員の心得 ―教師としての在り方―」 

第 2回（ 6月）「基礎力診断テストの活用について」 

第 3回（12月）「新学習指導要領における学習評価と授業改善について」 

 第 4回（ 2 月）「成人年齢 18歳への引き下げによる教員セミナー」 

・今後、ICT を活用した教育活動を実践できる能力を身に付けるための教員研修が必要となる。 

早急に準備を進めていきたい。 

③総合学科高校としての特長や魅力をもとに本校の学校生活を広く発信し、入学者増に努める。 

・「八学野西トピックス」発行、野辺地町内と県内中学校へ配付し本校の魅力を発信した。今後

もホームページと連動させ、広く本校の教育活動を周知し生徒募集活動に役立てていきたい。 

・「令和 4 年度全国産業教育フェア青森大会」において、総合学科高校としての学習活動の成
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果を全国に向けて発表し、高い評価を得ることができた。 

④高大連携事業を企画し、生徒の学習、進学意欲を高める。 

・法人上級学校見学会（1 年次生対象）と法人上級学校説明会（2、3 年次生対象）を開催し、

法人内上級学校への理解を深めた。 

・保育福祉系列において八戸学院大学短期大学部介護福祉科と連携し「高大連携事業特別授業」

を開催した。次年度もこの特別授業を継続するとともに、内容を拡大していく。 

⑤野辺地町との「教育連携パートナーシップ協定」をもとに町との関係強化を図り、町にとって

なくてはならない学校を目指す。 

・野辺地町の教育統合会議により、町長や町の教育委員との協力体制を図っている。また、野

辺地町の生徒指導委員会の委員として、町の子供の健全育成活動を担った。 

・野辺地町人材育成助成事業により、運動部活動助成として県代表をとなった運動部の遠征へ

の補助金をいただいている。また学習においては、有名私塾の講師を招いて「高校生短期講

座」（年 2回開催）にのべ 14 名が参加し、学力向上への意欲を高めた。 

 

2）事業報告 

    ①総合学科 

      生活指導では、家庭との連携を一層高め、個々の生徒の問題を早期に発見し未然に防ぐ。 

・全学年において、必要のある生徒に対してはその都度学級担任と学年主任がこまめに家庭連 

絡あるいは家庭訪問を実施し問題行動への早期対応が徹底された。 

      進路指導では、自立のための資質を育成し、生徒個々の進路実現を達成する。 

・3学年担任と進路指導の連携強化と共に、個々の生徒の進路実現に向けて全職員が一丸とな 

り指導した結果、早期に進路が内定し国立大学や私立大学及び多数の公務員合格者を輩出し 

た。 

      ＜主な進路状況＞ 

四年制大学（24名） 

              東京学芸大学 日本大学 國學院大學 関東学院大学 山梨学院大学 札幌学院大学  

帝京平成大学 東京福祉大学 東北学院大学 東北福祉大学 東北文化学園大学 仙

台大学 青森中央学院大学 青森大学 八戸学院大学 

         短期大学（2名）   

青森中央学院短期大学 八戸学院大学短期大学部  

        公務員（16名） 

警視庁 航空自衛官 海上自衛官 陸上自衛官 

     学校行事の充実を図り、生徒の自主的、実践的な活動を促す。 

・新型コロナ感染拡大防止に努め、工夫を凝らしながら生徒の自主的、実践的な活動を促進す

ることができた。 

     総合的な探求の時間について、指導内容を見直し成果をあげる。（昨年度の反省を踏まえて） 

      ・全国産業教育フェア青森大会に向けて、総合的な探求の時間（3 年次生）の授業と並行して

「野辺地町に関する歴史・産業・特産物等について調査研究を深め、冊子を作成し野辺地町を 

紹介することができた。 

      令和 4年度全国産業教育フェア青森大会に向けて「生徒と職員」が一致団結して取り組む。 

     ・全国産業教育フェア青森大会にて、野辺地町の魅力や野辺地西高校の教育活動を最大限アピ 

ールすることができた。特に工業技術系列生徒が制作した「常夜燈」模型モニュメントの展

示や教養進学系列生徒による「野辺地町魅力発信ツアー」のライブ配信は会場から大好評を

得ることができた。また、地元の大湊製菓店の協力を得て制作した「野西高オリジナルどら

焼き」保育福祉列の生徒が販売し、瞬く内に完売となり大盛況で終えることができた。 

     ②特活保健 

     本校の「新型コロナウイルス感染防止対策マニュアル」の徹底をはかり、安全な学校生活を担

保する。 

      ・1日 2回の消毒作業や生徒への注意喚起を定期的に行い、昨年度に比べ学校行事を実施する

ことができた。特に寮生活において一層の注意喚起をし、感染者が出た場合の対応や消毒作

業などもスムーズに取り組むことができた。部活動については感染対策を講じる中で活動機

会を検討し各種大会等においては前年度以上の成果をあげる。 
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   ・前年度と同様 3つの部活動が県大会で入賞し、東北・全国大会出場を果たした。特にレスリ

ング部においては、東北総合体育大会において 1名が優勝、1名が 3位入賞、国民体育大会

では 1名が 5 位入賞するなどの活躍が見られた。 

・部活動の安全を担保するために、マニュアルに基づく感染予防対策とともに、県から指示さ

れた「部活動における感染対策チェックリスト」を徹底し、感染防止に努めた活動を実施し

た。 

     ③教養進学系列 

    進学対策として法人内の高大連携を活用し、大学教員による講演会や特別講義を開催する。 

    ・新型コロナウイルス感染拡大の影響等もあり、法人内の高大連携を活用した講演会や特別講 

義の開催に至らなかった。 

        個々の学力や希望進路に合わせ、模擬試験や小論文対策、各種検定試験の指導を実施し、昨

年度以上に各種検定試験へ積極的に取り組ませる。 

・今年度の各種検定試験についての結果は以下の通りとなった。今後も積極的な受験を促して 

合格者数増加を図りたい。 

           実用英語技能検定   合格者  4名（準 2級 3名、3 級 1名） 

           漢字能力検定     合格者  3名（3級 3名） 

           情報処理能力検定   合格者  3名（準 2級 1名、3 級 2名） 

           文書デザイン検定   合格者  1名（3級 1名） 

           日本語ワープロ検定  合格者 11 名（準 2級 1名、3 級 10名） 

      CNE1におけるオンライン英会話レッスンの参加者増員をはかり、多数の英語検定合格をめざ

す。 

      ・オンライン英会話レッスンを 3 年次生 8 名、2 年次生 10 名、1 年次生 3 名の合計 21 名が

受講したがそのうち、実用英語技能検定の合格者は 3名（準 2級 2名、3級 1名）という結

果だった。受講により生徒の英語力向上への意識が高まっており、次年度はより一層の受験

者、合格者増加を図りたい。 

     ④保育福祉系列 

家庭科技術検定の取り組みや各種福祉講座等の開催を通じて、福祉職を目指す生徒を育てる。 

・家庭科保育技術検定は、1～3年次生全員が検定に臨んだ。次年度は、2級、1 級にも積極的

に取り組めるよう、苦手意識を克服できるような丁寧な授業を心がけていきたい。 

（合格者：4級 12 名、3級 7名、2級 1名、1級 1名） 

・１年次生を対象に家庭科食物調理技術検定を実施する予定であったが、新教育課程に伴うカ

リキュラム編成により家庭基礎の授業が開講されず、検定実施に至らなかった。 

・認知症サポーター講座は、10 月 26 日（水）5・6 校時に実施した。野辺地町介護福祉課の

佐藤優氏他 2名を講師に迎え、新型コロナウイルス感染拡大防止を講じて開催し認知症サポ

ーターとしての心得を学んだ。 

・福祉の仕事あれこれ出前講座は、12 月 7日（水）5・6校時、社会福祉法人美土里会特別養

護老人ホーム美土里荘副園長の盛田一栄氏を招き、「福祉・介護」の 2 分野について講座を

して頂いた。今年度は新たに車椅子の介助についての実習も行った。授業では学ぶことので

きない体験等を通して福祉への理解をより深め、将来の就職・職業選択の参考とすることが

できた。 

様々なボランティア要請に応え、生徒が地域活動に積極的に参加できる体制をつくる。 

・新型コロナウイルス感染拡大により殆どボランティア要請がなく、参加が限られた。 

野辺地町教育委員会主催の「在学青年ボランティア会」は参加者数を絞って開催された。「ひ 

とり暮らし老人宅除雪ボランティア」には保育福祉系列３年次生有志が参加し高齢者宅の除 

雪作業を実施した。 

八戸学院大学短期大学部への進学を視野に入れ、系列独自で高大連携を活用した企画を設け大

学生との交流や大学の学びを知る機会をつくる。 

・1月 18日（水）5・6校時、八戸学院大学短期大学部介護福祉学科より鳴海孝彦先生、高橋

英成先生、岩舘亜沙美先生を講師に招き、「レクリエーションを活用したコミュニケーション

術」というテーマで特別授業を開催した。保育福祉系列のみならず、保育・福祉に興味のあ

る他系列の生徒も参加し好評を得た。 

・2月 22 日（水）八戸学院大学短期大学部幼児保育学科の生徒による「オペレッタ」を見学 
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する予定である。短期大学生の成果発表を見学することにより、今後の学習意欲の向上を図 

っていきたい。 

⑤産業技術系列 

       3級自動車整備士・二輪自動車整備士の国家資格取得を目指す。 

・三級自動車ガソリン 1名合格  

・危険物取扱者 丙種 1名合格 

       基礎製図検定および電気工事士の受験に向けて、対策学習を実施し成果をあげる。 

      ・基礎製図検定に工業技術系列 1，2 年次生が受験し合格に向けて取り組んだが、合格者は 2 

年次生 1 名、3 年次生 2 名という結果となった。電気工事士は受験希望者を集うことがで

きなかった。 

       ガス溶接技能講習修了証を取得させる。 

       ・冬季休業期間に講習会を開催。産業技術系列 1，2年次生の 10 名が受講し技能を習得する

ことができた。 

令和 4年度全国産業教育フェア青森大会に、北前船の寄港地として栄えた歴史のシンボル「常 

夜灯」のレプリカを作成し野辺地町魅力を発信する。 

       ・産業技術系列の生徒が実習の授業にて制作した常夜燈の模型を全国産業教育フェアに出展 

した。外来者からの反響が大きかった。 

 

3）財政基盤の強化  

①法人内各学校からの入学 

    ・大学進学希望者 24 名のうち関東方面への大学進学者が多く、昨年度より法人内上級学校への 

進学者が減少している。 

大学・短大名 学部・学科 
令和 4年度 

入学者数 

令和 5年度 

入学者数 

八戸学院大学 

地域経営学部 

 地域経営学科 

 

3 名 

 

2 名 

健康医療学部 

人間健康学科 

看護学科 

 

5 名 

3 名 

 

4 名 

0 名 

八戸学院大学短期大学部   
幼児保育学科 5 名 1 名 

介護福祉学科 1 名 0 名 

合  計 17 名 7 名 

 ②退学防止策 

    ・退学者 3 名、転出者 6 名となっており、いずれも環境に適応できず、新しい環境を求めて通

信制高校への転入学・編入学となっている。 

悩みを抱える生徒に対しスクールカウンセラーの協力を仰ぎながら保護者との連携をはかり、

生徒が学業を継続できる環境を全教員で確立していく。 

 

 

(7) 八戸学院幼稚園 

1）重点目標 

   ①教職員の資質向上と「子ども一人一人を大切にした教育・保育」を目指す。 

   ②幼保連携型認定こども園として教育・保育環境のより一層の充実を図る。 

 

2）事業報告 

   ①教職員研修 

ア． 専門分野別研修・マネジメント研修・保育実践研修等への参加 

オンライン研修が普及し、各職員とも計画的に受講した。 

    【研修参加状況】 
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・法人内研修 

学校法人光星学院 SD研修会      9名 

学校法人光星学院事務職員 SD研修会     3名 

学校法人光星学院系列 3幼稚園合同教員研修会    13 名 

・外部研修  

八戸市私立幼稚園協会園長・教頭・主任研修会    1名 

八戸市私立幼稚園協会園長研修会     1名 

八戸市私立幼稚園協会教員研修全体会     6名 

八戸市私立幼稚園協会教員研修大会     2名 

八戸市私立幼稚園協会初任者研修会（3回）    3名 

青森県私立幼稚園連合会八戸地区会教員研修大会    1名 

青森県私立幼稚園連合会教員研修大会（青森大会）        2 名 

青森県社会福祉協議会「保育者の学びのニーズに応じた研修」  1名 

全国認定こども園協会「クレーム対応セミナー」    2名 

児童発達支援センターシャローム「子どもの育ちを支える発達支援」  1名 

八戸地域防災協会視察研修      1名 

八戸地域防災協会研修会      1名 

・キャリアアップ研修 

青森県保育士等キャリアアップ研修会【マネジメント分野】   2名 

青森県保育士等キャリアアップ研修会【障害児保育分野】   1名 

青森県保育士等キャリアアップ研修会【食育・アレルギー分野】  3名 

青森県保育士等キャリアアップ研修会【乳児保育分野】   1名 

青森県保育士等キャリアアップ研修会【保育実践分野】   3名 

青森県保育士等キャリアアップ研修会【保健衛生・安全対策分野】  1名 

青森県保育士等キャリアアップ研修会【保護者支援・子育て支援分野】 1 名 

青森県保育士等キャリアアップ研修会【幼児保育分野】     1名 

イ． 教育目標の具現化を目指した園内研修 

・職員会議における園内研修 

 担当職員が毎回の職員会議で資料を用意し、研修を実施した。 

衛生管理・感染症予防（職員会議内・2回）    16 名 

救命処置（職員会議内）      16 名 

事故防止（職員会議内・2回）      16 名 

人権擁護・虐待防止（職員会議内）     16 名 

      ・その他 

       AED装置が新しくなったため、その装置を使った研修を実施した。  24名 

   ②教育・保育環境の整備 

ア． 法人内上級学校との連携 

＜園児対象＞ 

・造形教室  年間  5回 指導：八戸学院大学短期大学部 准教授  佐貫 巧 

指導：八戸学院大学短期大学部 准教授  池田 拓馬 

・英語教室  年間  8回 指導：八戸学院大学           准教授  G.アンソニー 

・リトミック 年間 10回 指導：八戸学院大学短期大学部 名誉教授 附田 勢津子 

准教授  中嶋 栄子 

講 師  橋本 知子 

講 師  坂本利枝子 

    ＜学生ボランティア＞ 

・入園式   ハンドベル演奏   八戸学院大学短期大学部 中嶋ゼミナール 

・運動会   八戸学院大学短期大学部 幼児保育学科 4名 

八戸学院光星高等学校  保育福祉科  10名 

・星の子祭 遊びの広場体験   八戸学院大学短期大学部 差波ゼミナール  

食育講座      八戸学院大学短期大学部 加藤（康）ゼミナール 

チアリーディング 八戸学院光星高等学校チアリーディング部 
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      ・体験学習 サツマイモ収穫   八戸学院光星高等学校保育福祉科 2年生 約 60名 

・星の子シアター             八戸学院大学短期大学部幼児保育学科 1・2 年生 

＜学生・生徒研究活動＞ 

・野菜スタンプづくり 八戸学院大学短期大学部 加藤(康)ゼミナール 

・リトミック体験     八戸学院光星高等学校生徒 2名 

＜その他＞ 

・実習生の受け入れ   八戸学院大学           小児看護実習      15名 

八戸学院大学短期大学部 一日実習          48 名 

教育実習          10 名 

保育実習（再実習） 1名 

教育実習（再実習） 3名 

      ・実習指導（八戸学院大学短期大学部学生対象 卒業生との懇談会）への教諭派遣 1名 

    イ. 外部講師による直接指導 

      ・体育教室 年長対象         年間 10回 指導：カワイ体育教室講師 

・音楽教室 年中・年少対象   年間各 9 回 指導：ヤマハ音楽教室指導員 

・キッズビクス 1・2 歳児対象 年間   6 回 指導：川口太陽（ベビービクスインストラクター） 

ウ. 体験的な活動 

・例年通り、農業経営振興センターでサツマイモの苗植え（年長）と収穫（年中・年長）を 

行った。収穫体験には光星高校保育福祉科の生徒が参加し、園児を援助してくれた。 

・10月 7 日に親子レクリエーションを実施し、年少・年中・年長の親子が種差少年自然の 

家においてクラフト制作、レクリエーション、自然散策、木登り体験（年中・年長）を行 

った。 

・園庭の花壇において野菜の栽培と収穫を行った。 

エ. 絵本・紙芝居に親しむ活動 

・園内に絵本コーナーを整備し、日常的に絵本の読み聞かせを行っている。 

オ. 安全・衛生管理 

・マニュアルに沿って新型コロナウイルス感染症対策を実施した。 

・スクールバスの事故防止のため、マニュアルを確認し、職員会議で指導を行った。 

   ③子育て支援の充実 

ア． 未就園児教室 

・今年度の登録人数 チッチクラス（1歳児）  23名 

ステラクラス（2歳児）  40 名  合計  63名 

・実施回数     チッチクラス（1歳児）  22回 

ステラクラス（2歳児）  22 回  合計  44回 

・参加延べ人数   チッチクラス（1歳児） 132名 

ステラクラス（2歳児） 256名  合計 388名 

イ． 園庭開放「星の子広場」 

未就園児対象に園庭を開放し、11組の利用があった。 

ウ． 見学・入園説明会「星の子スクール」 

10 月 21日に実施し、24名の参加があった。また、それ以外にも随時見学者を受け入れ、

入園説明を行った。 

エ． 一時預かり「星の子サポート」 

1 歳以上の未就園児を対象に実施しており、入園見込みの子どもを中心に継続的な利用が

見られる。年間の延べ利用人数は 359名であった。 

   ④特別支援教育の充実 

ア． 特別支援教育に関する研修の充実 

・八戸学院大学短期大学部の野口和也教授に巡回指導に来ていただき、特別な支援が必要な

子どもの視察と担任への助言指導を実施した。（3回） 

イ． 園内委員会の機能を生かした専門機関との連携 

・特別な支援が必要な子どもの情報は毎回の職員会議で共有した。 

・特定の園児数名については、八戸市子ども支援センターのほか、園児が利用している療育

施設の職員とも連携し、随時情報共有と協議を行った。 
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   ⑤小学校との連携の充実 

ア． 幼保小連携協議会への参加および情報共有 

・湊小学校（3回）、白銀南小学校（1回）で行われた連携協議会に参加した。 

イ．園児と小学校の交流 

・青潮小学校地区幼保小連オンライン交流会に年長園児が参加した。 

 

 

(8) 八戸学院聖アンナ幼稚園 

1）重点目標 

   ①モンテッソーリ教育の充実 

   ②法人内教育施設との連携 

   ③保護者及び地域との連携 

 

2）事業報告 

   ①モンテッソーリ教育の充実 

    ・子ども理解に基づく教育課程の見直し 

     今年度の園児の状況に即した教育課程の構築に努めた 

    ・自然体験、実体験の充実 

     ＜季節ごとの自然体験＞ 

      春：美保野キャンパスでお花見、園庭で種蒔き 

夏：蕪島、舘鼻公園での活動 

秋：ひばり野公園での活動（生き物、植物に親しむ） 

冬：餅つき（鏡餅つくり、餅花つくり）、美保野キャンパスでそり滑り 

     ＜実体験＞ 

      お料理会、電車乗車体験、ラピアでお買い物体験、是川縄文館・八戸美術館訪問 

    ・教員資質向上（各種研修会への参加・園内研修の充実） 

     ＜各種研修会への参加＞ 

      日本モンテッソーリ協会オンデマンド研修                     4 名参加 

      京都モンテッソーリ教師養成コース基礎コース                 1 名参加 

      京都モンテッソーリ教師養成コース基礎コース見学実習         1 名参加 

      八戸市私立幼稚園協会教員研修会                  オンライン 7 人参加 

      青森県私立幼稚園連合会乳幼児研究会                         4 人参加 

      青森県私立幼稚園連合会八戸地区会教員研修大会               9 人参加 

      青森県私立幼稚園連合会教員研修大会                         7 人参加 

      キャリアアップ研修（保健衛生、安全管理）                    1 人参加 

心のケア研修講座                                           1 人参加 

      キャリアアップ研修（子育て支援・保護者支援）     オンライン 1 人参加 

      八戸市私立幼稚園協会初任者研修会 全 3回                   1 人参加 

      キャリアアップ研修（幼児保育）                              1 人参加 

      八戸市私立幼稚園協会 園長・教頭・主任研修会オンライン研修 1 人参加 

八戸市私立幼稚園協会教員研修大会                           6人参加 

      青森県私立幼稚園連合会新規採用教員研修会                   1 人参加 

     ＜園内研修の充実＞ 

      学校法人光星学院令和 4年度 SD研修会                       9 人参加 

      人権擁護、虐待防止について                               園内研修① 

      事故防止研修                                             園内研修② 

      子どもの捉え方について                                   園内研修③ 

      保健衛生、安全対策                                      園内研修④ 

      事故防止研修                                             園内研修⑤ 

      研修報告                                                 園内研修⑥ 

      自己評価                                                 園内研修⑦ 
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    ・行事の見直し 

      子どもの状況に合わせて無理のないように、なお且つコロナ禍を見据え安心安全な状況を 

確保しつつ子どもたちにとってはこれまでと変わらない活動となる行事を計画した。 

    ・園内運営組織および日常業務の見直し 

      運営組織の各自の役割を確認し効率化を図った。 

  情報交換を確実にし、教員各自の日常業務負担の見直しをした。 

    ・園内環境の整備  

      保育室にエアコンを取り付け、猛暑日における園児の健康管理に努めた。 

      保育室のストーブを修理し安全な環境を整えた。 

      園舎外壁の修理、屋根の修理などを実施し環境を整えた。 

      トイレの床を修繕し、安全及び衛生環境を整えた。 

      老朽化したモンテッソーリ教材を買い替え、教育環境の充実を図った。 

   ②法人内教育施設との連携 

    ・英語、音楽、造形など各教育活動での連携 

      英語教室  年間 8回   指導：八戸学院大学           准教授  G．アンソニー 

      リトミック 年間 8回   指導：八戸学院大学短期大学部 名誉教授 附田勢津子 

                      八戸学院大学短期大学部 准教授  中嶋栄子 

                      八戸学院大学短期大学部 講師   橋本知子 

                      八戸学院大学短期大学部 講師   坂本利枝子 

      造形教室  年間 8回   指導：八戸学院大学短期大学部 准教授  池田拓馬 

      その他   星の子シアター参加 

ミニオペレッタ鑑賞 

    ・行事における法人内教育施設との連携 

      運動会およびクリスマス会において八戸学院光星高等学校にボランティアを依頼 

      冬の季節祭の際に法人管財課に美保野キャンパスに雪山づくりを依頼し、そり遊びを実施。 

・法人幼稚園との連携  

      星の子シアターの参加により、3 園の連携が深まり教員の資質向上にもつながった。 

       3園合同研修会を開催   講師：八戸学院大学短期大学部 准教授 中嶋栄子 

演題：心できき、心で感じるリトミック 

   ③保護者および地域との連携 

 ・保護者および地域への情報発信 

   子育てに関する情報発信のために家庭通信を随時発行した。 

   オープンスクールへの一般参加をチラシおよびネットを活用し広く呼びかけた。 

 ・子育て支援の充実 

   お母さんのためのモンテッソーリ教室を開催し、家庭教育支援に努めた。 

   未就園児教室を年齢別に設定し内容の充実に努めた。 

   早朝および延長預りに対応し保護者の子育てと仕事の両立を支援した。 

 ・幼少連携を図る 

   令和 4年度幼稚園教育課程青森県研究協議会に参加した。 

      幼保小連携研修講座オンラインに参加した。 

      年長児対象に柏崎小学校校長の講話会を開催した。 

      年長児進学先の小学校教諭の園内見学、聞き取りなどを実施した。 

 

 

(9) 八戸学院大学第二しののめ幼稚園 

1）重点目標 

   ①教育内容の充実 

   ②教職員の資質および専門性の向上 

   ③業務の効率化のための ICT 機器の整備 

   ④園内施設・設備の安全整備 
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2）事業報告 

   ①教育内容の充実 

    〇生活や遊びを通して発達の支援を行う。 

     ア. サッカー教室、造形教室（年 10回）、リトミック教室（年 10回）、英語教室（年 6回）、

運動遊び（年 6回）等を実施し、身体機能や感覚機能、認知機能等の発達に繋げた。 

    〇自然や人との関わりの中で、子どもたちが主体的に活動できる体験学習を実施する。 

     ア. 植物や野菜の植え付け（5月）と収穫（8月、10月）、収穫した芋や野菜使った料理会 

（11月）、亀やうさぎ、めだかの飼育（年間）等を通じた命の教育や食育を行った。 

イ. ブルーベリー狩り（7月）、夏祭り（7月）、ボディペインティング（8月）、虫捕り（9 

月）、焼き芋会（11月）、もちつき（12 月）、そり遊び・スノーチューブ（1月）、豆ま

き（2月予定）、ひなまつり（3月予定）等、それぞれの季節の遊びや行事を行った。 

    〇年長クラスを対象とした小学校との連携・接続プログラムを計画的に実施する。 

ア. 支援の必要な園児について、個別に情報共有を行った（旭丘小学校、新井田小学校が来

園）。 

イ. 卒園後の就学予定先の全小学校に年長クラスの参観日の案内を出し、幼稚園での子供の 

様子を参観していただき、その後懇談会で情報共有を図った（2/6・7予定）。 

ウ. コロナ禍で 3年中断していた小学生との交流会をオンラインで実施した（2/15予定）。 

   ②教職員の資質および専門性の向上 

    〇日々の教育内容の計画、実施、評価、見直し（PDCA）を行い、改善を図る。 

ア. 職員の自己評価 

ⅰ）評価項目「保育の計画性④自分は日々の計画の見直しや反省を行っている 

  「 （※ Plan（目標）・Do（実行）・Check（評価）・Action（改善）のサイクル活 

用）」では、職員 8 名の自己評価は 4段階評価で平均 3.0であった。一方、保護者 

アンケートによる評価項目「指導の状況」、「保護者との連携」の項目では、5段階 

評価でいずれも平均 4.6であった。このことから、それぞれの職員が日々の保育・ 

教育活動の改善に努めていると考えられる。また、 毎月の定例職員会議においては 

行事の振り返りだけではなく、 各クラスの状況や個々の園児の報告をし、 今後の対 

応や改善策について職員間で活発な話し合いがされていた。 

イ. 園全体としての見直し～改善の取り組みは、以下の通りである。 

ⅰ）自由参観日…9～10月にかけ、園児の普段の幼稚園での姿や様子を保護者に自由に

参観していただき、職員の保育・教育方法やその他改善点についての要望を受け付

けた。自由参観の実施については、複数の保護者より今後も続けてほしいとの要望

があった。 

    〇研修体制の工夫と改善を行う。（受講機会の公平性確保や非常勤職員の研修受講を可能にす

る体制づくりを行う） 

ア. 職員数とシフトの関係で、非常勤職員の研修受講の困難さはあったものの以下の研修で

のべ 4名が受講することができた（昨年度はゼロ）。 

ⅰ）一般社団法人青森県私立幼稚園連合会 

第Ⅰ講座 「子どもの学びをつなぐ幼保小接続」             

第Ⅱ講座 「令和時代の幼児教育において大切なこと ～学びの連続性～」 

（いずれもオンラインでの受講） 

ⅱ）学校法人光星学院系列「八戸学院 3幼稚園合同冬季教員研修会」  

               「心できき、心で感じるリトミック」（講義・実技） 

    〇各教職員の課題や経験等に応じた研修を受講し、幼稚園教諭としての資質向上を図る。 

 

八戸市私立幼稚園協会 令和 4年度「第 1回教員研修会」（3名） 

「私の幼児期の環境とデジタル社会の幼児教育について」  

全国認定こども園協会青森県支部（2名） 

令和 4年度保育士等キャリアアップ研修会保育実践分野（表現と製作） 

令和 4年度八戸地区会教員研修大会（青私幼八戸地区会）（1名） 

「雑草の生き方から考える―これからを生きる子どもたちの個性の延ばし方―」 
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一般社団法人青森県私立幼稚園連合会（オンライン）（8名） 

第Ⅰ講座 「子どもの学びをつなぐ幼保小接続」 

第Ⅱ講座 「令和時代の幼児教育において大切なこと ～学びの連続性～」 

令和 4年度幼稚園教育課程青森県研究協議会（2名） 

幼小連携・接続について（幼稚園・小学校・家庭・地域との連携の在り方） 

一般社団法人青森県私立幼稚園連合会（1名） 

令和 4年度園長協議会並びに第 43回青私幼設置者・園長研修会（オンライン） 

「私学助成園及び新制度園の運営課題と今後の改善対応について」 

（一財）全日本私立幼稚園幼児教育研究機構（オンライン）（1名） 

「幼稚園・認定こども園キャリアアップ研修テキスト」を用いたオンライン研修（保健衛生・

安全対策編） 

八戸市私立幼稚園協会 令和 4年度「第 2回初任者研修会」（1名） 

「幼児期の運動遊びと感覚機能の発達」 

八戸市私立幼稚園協会（2名） 

令和 4年度 園長・教頭・主任研修会＜マネジメント分野研修＞ 

「特別な支援を必要とする子どもへの理解と支援」 

学校法人光星学院系列「八戸学院 3幼稚園合同冬季教員研修会」（5名） 

「心できき、心で感じるリトミック」（講義・実技） 

八戸市私立幼稚園協会「令和 4年度第 2回教員研修大会」（4名） 

「心とことばをつなぐ大人のかかわりかた―自分の気持ちが語れる人になるために―」 

八戸市教育委員会こども支援センター（1名） 

令和 4年度八戸市内幼児教育・保育施設向け説明会（オンライン） 

「幼児の相談・教育支援委員会について」「母子保健事業について」「みんなで守ろう！子ど

もの笑顔」等 

一般社団法人青森県私立幼稚園連合会 第 10回新規採用教育研修会（1名） 

第Ⅰ講座 「保育者として、社会人としてのマナー講座（案）」 

第Ⅱ講座 「心を育てる絵本の世界（仮）」 

八戸市私立幼稚園協会 令和 4年度「第 2回初任者研修会」（1名） 

研修教員間交流・情報交換 

       勤務シフト等の関係で希望する研修を受けることができなかったケースもあるが、上記

の通り延べ 33 名が受講することができた。 

③業務の効率化のための ICT機器の整備 

    〇園務の円滑な遂行および教育の計画や実施記録のため、各教室にタブレットを配備する。 

ア. 既存の園務支援システム「おが～る」に、保護者スマートフォンの利用が可能となる 

「おがスマ」 （園からの一斉メールでの連絡、登降園連絡等）がインストールされた 

（令和 5 年度より利用開始）。 

イ. ノートパソコン１機が増設され、オンライン研修等の受講も有線 LAN で可能となっ 

た。（11月～）。 

    〇オンライン研修・交流や各種講習を園内で受講可能にするため、インターネット環境を整 

備する。（3～5カ年計画） 

ア. 既存の LAN ケーブルに園舎 2 階まで延長用ケーブルを繋いだ。 

④園内施設・設備の安全整備 

    〇園舎外壁を修繕（修理・塗装）する。 

→次年度以降に予定。 

    〇園庭のフェンスを修理し、園庭遊び時の安全確保を図る。 

→令和 4年 11月フェンス修理完了。 

    〇夏季・冬季の室内環境を整える。 

       →年中クラスの教室の暖房機交換を行った。 
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2．法人内教育機関の連携強化 

 (1) 八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部と八戸学院光星高等学校・八戸学院野辺地西高等学校に

おいて締結した高大連携協定の着実な推進を図る。また、スポーツ局を中核として新たな展開を図

る。 

    八戸学院光星高等学校の生徒に向けて、八戸学院大学で受講可能な科目を設定し、多数の生徒

が受講した。八戸学院野辺地西高等学校においては、短期大学部介護福祉学科と連携して、「高大

連携事業特別授業」を開催した。 

 

 (2) 法人内全教職員の知的財産を最大限に活用して、学生・生徒・園児の教育環境の充実を図る。 

    八戸学院大学短期大学部と 3幼稚園において、音楽（リトミック）や芸術（造形教室）、英語の

分野で、それぞれ年間 8回を超える教室を開催し、密接な交流が図られた。 

 

 (3) 新型コロナウイルス感染症拡大の不測の事態が今後も発生した場合は、健康管理局を中心に法

人内教育機関の連携のもと、万全の体制を構築して対処する。 

    令和 2年度から法人全体の予防対策等を示して対応した結果、年度終盤に入り全国的にも感染

状況が減少し、感染法上の位置付けが令和 5 年 5 月 8 日から「5 類」に移行されることとなっ

た。移行後は、更なる緩和が検討されることとなった。 

 

3．国際交流の活性化 

 (1) 改めて設置する国際教育局が主体となって、各教育施設における語学留学を中心とした国際交

流活動を展開する。 

    新型コロナウイルス感染症の影響を受け、海外研修等を実施できない状況であったが、国際教

育局と八戸学院大学との連携により、中国・オーストラリアの高等教育機関・大学等とオンライ

ン国際交流プログラムを開催した。また、3 月になると今までの新型コロナウイルス感染症の状

況が世界的に良化し、海外への渡航が可能になったため、タイ王国において学生 3 名と教員 1 名

による 12日間の研修が実施された。 

 

 (2) 八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部において、提携校との連携を強化し、留学生受け入れを

目指す。併せて高等学校での受け入れについても検討を行う。 

    昨年度に引き続き、世界的な新型コロナウイルス感染症のパンデミックにより、海外からの受

け入れが難しい状況であった。 
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4．経営基盤の見直しと財政の健全化 

 (1) 新立体的総合学園構想に基づく中期計画について、理事会で決定した事項を着実に推進する。 

    令和 5年度、八戸学院大学に別科助産専攻を開設した。 

 

 (2) 改正された私立学校法を遵守し、監事を中核として、更なるガバナンスの向上を目指す。 

 

  ① 監事による令和４年度監事会・監事監査（監事、事務局長および監査室員による監事監査）等

の実施・出席の状況は、次のとおりである。 

 

月日 監 事 監 査 等 の 内 容 

4月  1日（金） SD 研修会（全教職員対象） 

5月 18日（水）  
第 1回 監事会 

会計監査人、監事および監査室による情報交換 

5月 27日（金） 第 1回 理事会・評議員会 

5月 31日（火） 
第 2回 監事会 

第 1回 監事監査 

6月 17日（金） 会計監査人と理事者とのディスカッションおよび平成 4年度会計監査報告 

8月  8日（月） SD 研修会（事務職員対象） 

9月 22日（木） 

第 2回 理事会・評議員会 

第 3回 監事会 

第 2回 監事監査 

11月 25日（金） 

第 3回 理事会・評議員会 

第 4回 監事会 

第 3回 監事監査 

12月 15日（木） 会計監査人、監事および監査室による情報交換 

2月 24日 （金） 

第 4回 理事会・評議員会 

第 5回 監事会 

第 4回 監事監査 

3月 24日 （金） 

第 5回 理事会・評議員会 

第 6回 監事会 

第 5回 監事監査 

 

  ② 監査室による令和 4年度内部監査の実施状況は、次のとおりである。 

 

被監査部局 実施日 監 査 事 項 

八戸学院大学 

八戸学院大学短期大学部 

学務部 

8月 3日（水） 

1 令和 3年度個人研究費の取扱いについて 

2 令和４年度 5月 1日付在籍状況（過去 5カ年比）について 

3 令和４年度 5月 1日現在奨学生数の状況（過去 5カ年比）に 

ついて 

4 令和４年度の施設修繕計画について 

5 令和 3年度周辺会計について 

6 令和 3年度固定資産管理（機器備品台帳と現物現物の照査） 

7 業務の引き継ぎ状況について 

八戸学院光星高等学校 

事務室 
7月 7日（木） 

1 令和 4年度 5月 1日付在籍状況（過去 5カ年比）について 

2 令和 4年度 5月 1日現在奨学生数の状況（過去 5カ年比）に 

ついて 
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八戸学院野辺地西高等学校 

事務室 
8月29日（月） 

3 令和 4年度の施設修繕計画について 

4 令和 3年度周辺会計について 

5 令和 3年度固定資産管理（機器備品台帳と現物現物の照査） 

6 業務の引き継ぎ状況について 

八戸学院幼稚園 7月27日（水） 
1 令和 4年度 5月 1日付在籍状況（過去 5カ年比）について 

2 令和 4年度の施設修繕計画について 

3 令和 3年度固定資産管理（機器備品台帳と現物現物の照査） 

4 調理室または厨房の衛生管理について 

5 業務の引き継ぎ状況について 

八戸学院聖アンナ幼稚園 8月23日（火） 

八戸学院第二しののめ幼稚園 8月19日（金） 

総務部 7月29日（金） 

1 令和 4年度各種保守契約等の内容について 

2 令和 3年度会計監査における指摘事項等への対応状況について 

3 令和 4年度諸規程の整備状況について 

4 事務の引き継ぎ状況について 

八戸業務班 

野辺地業務班 

7月29日（金）

8月29日（月） 

1 運行車輛管理の適切性について 

2 道路運送車両法に基づく車輛管理の適切性について 

 

③ 令和４年度における会計監査人、監事および監査室による情報交換会の実施状況は次のとおり

である。 

 

回 実施日 事      項 

第 1回 5月 18日（水） 
1 会計監査人による令和 3年度会計（期末）監査の実施状況について 

2 監査室による令和 4年度内部監査（定期監査）の実施計画について 

第 2回 6月 17日（金） 
1 会計監査人と理事者とのディスカッションおよび会計監査報告について 

2 情報交換および意見交換について 

第 3回 12月 15日（木） 
1 会計監査人による令和 4年度会計（期中）監査の実施状況について 

2 監査室による令和 4年度内部監査（定期監査）の実施概要等について 

 

  ④ 監事・監査室の情報共有等 

令和 4年度は、監事会を 6 回開催し、監事、事務局長および監査室員が種々の情報を共有

して、理事会等の会議運営の適切性の確認および情報交換を行い、法人運営に関する認識を

深めた。 

 

 (3) 財政の健全化については、引き続き中期計画の柱でもある不採算施設の再構築を図ることで、経

営効率の改善を目指す。 

    各施設において、緊急性が認められる施策から実施された。 

 

 (4) 学納金収入の伸びは少子化等の影響により困難な環境にあり、経常費特別補助金獲得の有無が

財政に多大な影響を及ぼすため、確実な獲得を目指す。 

    昨年度に引き続き大学・短大に対して、日本私立学校振興・共済事業団から高等教育修学支援

新制度による授業料等減免費が交付されているが、特別補助の獲得はならなかった。 

 

 (5) 施設整備において、光星学院イノベーションプログラム（基金）を活用した取り組みを積極的に

推進する。 

    寄付金については、施設整備・教育支援等に今年度も多大な支援を受けることができた。今後

も、更なる獲得に向けて周知を図っていく。 
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5．業務改善への継続的な取組み 

 (1) 事務職員の能力開発の推進と事務処理の効率化 

令和 3年度に監査室において「事務の効率化」を目的として事務職員を対象にアンケートを実

施して集計したものを基に、効率化につながる多くの改善を実行に繋げることができた。 

 

 (2) FD・SD活動を積極的に展開 

  【FD活動】 

活動 開催日 内容 

1) FD研修会 令和 4年 9月 22日（木） 「SDGsと本学の学びをつなげる」 

2) 授業アンケート 

【春学期・前期】 

令和 4年 7月 1日（金） 

～8月 4日（木） 

【秋学期・後期】 

令和 4年 12月 1日（木） 

～2月 21日（火） 

1科目以上の授業評価を受け、評価

の集計及び学生の要望を踏まえ、教

員からの改善事項等のコメントを

付け加える。 

3) 公開授業・授業参観 

令和 4年 10月 28日（金）3時限目 

「デザイン実習（Aクラス）」  

令和 4年 10月 31日（月）3時限目 

「回復促進援助論（Bクラス）」 

令和 4年 11月 29日（火）4時限目 

「幼児美術Ⅱ（Bクラス）」 

学生の授業アンケート結果が高い

教員の授業を公開した。 

4) 外部研修 令和 4年 6月 28日（火） 

・第 29 回 FD ネットワーク“つば

さ” FD協議会 

※Zoom によるオンライン開催 

5) 授業支援システム 

「はちキャン Web 

（WebClass）」研修会 

令和 4年 4月 20日（水） 
新任教員向けに、授業支援システム

研修を実施した。 

 【SD活動】 

種別 
研修会等 

開催日 対象 内容 

教職員 

SD研修 
令和 4年 4月 1日（金） 教職員 

「4つの柱の一部修正について」 

「法人の財務状況について」 

「監事監査報告について」 

職員 

SD研修 
令和 4年 8月 8日（月） 事務職員 

「セクハラについて」 

「法人の財務状況について」 

 

 (3) 関係法令の理解や意識改革を促進する教職員研修を継続して実施 

  1）八戸学院大学等における教育に関する研修について 

    大学および短大ではFD委員会の企画による研修会を実施し、「SDGsと本学の学びをつなげる」

などについて理解を深め、教育の質の向上に寄与した。 

  2）法人内幼稚園教員研修について 

    3幼稚園の教員を対象として、1月 11日に「心できき、心で感じるリトミック」と題した講話

を行い、成果を得た。 

  3）学校法人光星学院事務職員研修について 

    8月 8日に全事務職員を対象として「職員の意識改革や行動改革の向上を図る」ことを目的に

法人の財務状況や、ハラスメント対策等についての意識を向上させることができた。出席者は、

60 名であった。 
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  4）その他 

    会計監査人による会計監査が、5月 16～18日、12 月 14～15 日に実施された。指摘事項に対

しては、職員一同、積極的な業務改善に取組み、事務処理方法の迅速化等を目指して業務に当た

った。 

 

 (4) 規程の制定・改正・廃止状況 

    令和 4年度における諸規程の制定・改正・廃止状況（理事会・常任理事会承認）は次のとお

りである。 

№ 規 程 等 の 名 称 制定 改正 廃止 常任理事会 理 事 会 施行年月日 

1 八戸学院大学短期大学部学則 ※文言の修正。科目名・単位数の変更  ○  4. 9. 9 4. 9.22 5. 4. 1 

2 学校法人光星学院パートタイマー規程  ○  4. 9. 9 －－ 4.10. 5 

3 学校法人光星学院処遇改善手当施行細則  ○  4.10.14 －－ 4.10.14 

4 八戸学院大学学則  ○  5. 2.10 5. 2.24 5. 4. 1 

5 八戸学院大学短期大学部学則  ○  5. 2.10 5. 2.24 5. 4. 1 

6 学校法人光星学院就業規則  ○  5. 3.10 5. 3.24 5. 4. 1 

7 学校法人光星学院定年等規程   ○ 5. 3.10 5. 3.24 －－ 

8 学校法人光星学院退職手当支給規則  ○  5. 3.10 5. 3.24 5. 4. 1 

9 学校法人光星学院定年年齢の選択に関する規程 ○   5. 3.10 －－ 5. 4. 1 

10 学校法人光星学院継続雇用の選択に関する規程 ○   5. 3.10 －－ 5. 4. 1 

11 学校法人光星学院継続雇用規程   ○ 5. 3.10 －－ －－ 

12 学校法人光星学院再任用に関する規程 ○   5. 3.10 －－ 5. 4. 1 

13 学校法人光星学院嘱託職員に関する規程 ○   5. 3.10 －－ 5. 4. 1 

14 学校法人光星学院初任給、昇給、昇格に関する施行細則  ○  5. 3.10 5. 3.24 5. 4. 1 

15 学校法人光星学院早期退職支援規程  ○  5. 3.10 －－ 5. 4. 1 

16 八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部客員教授・客員研究員規程  ○  5. 3.10 －－ 5. 4. 1 

17 八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部特任教員規程  ○  5. 3.10 5. 3.24 5. 4. 1 

18 八戸学院大学学則      ※別科助産専攻「別科長」の追加  ○  5. 3.10 5. 3.24 5. 4. 1 

19 学校法人光星学院運営組織規程  ○  5. 3.10 5. 3.24 5. 4. 1 

20 八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部教員人事考課規程  ○  5. 3.10 －－ 5. 4. 1 

21 八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部（学科）長選考規程  ○  5. 3.10 －－ 5. 4. 1 

22 学校法人光星学院職員給与規程  ○  5. 3.10 5. 3.24 5. 4. 1 

23 学校法人光星学院公印取扱規程  ○  5. 3.10 －－ 5. 4. 1 

24 
八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部における修業年限を超えて

在学する者の学費納入規程 
 ○  5. 3.10 －－ 5. 4. 1 

25 学校法人光星学院運営組織事務分掌細則  ○  5. 3.10 －－ 5. 4. 1 

26 八戸学院聖アンナ幼稚園地震防災規程  ○  5. 3.10 －－ 5. 4. 1 

27 八戸学院野辺地西高等学校えぼし寮管理運営規程施行細則  ○  5. 3.10 －－ 5. 4. 1 

28 八戸学院大学学則      ※学納金の値上げ  ○  5. 3.10 5. 3.24 5. 4. 1 

29 八戸学院大学短期大学部学則 ※学納金の値上げ  ○  5. 3.10 5. 3.24 5. 4. 1 
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6．情報教育環境整備の推進 

  当法人の情報教育環境の整備は、情報システム委員会並びに総務部情報システム室によって担われ

ている。その具体的な分掌は、2022 年度計画として掲げた課題即ち、①情報系システムの運用、②

利用者環境整備、③情報システム並びに情報セキュリティに係る組織体制再編の構想及び取り組み、

④基幹業務システムの運用、⑤ネットワークシステムの運用、⑥将来的発展に備え継続的に検討すべ

き案件、などである。各項目の観点を踏まえ 2022年度末時点での情報システム環境の状況について、

以下に総括する。 

 

(1) 情報システムに係る物理的環境整備 

  2012 年度よりはじめた情報システムに係る物理的環境の全面的な見直しは、2016 年度に一応

の完成をみた。2018 年度には、美保野キャンパスの学生の利便性向上および利用者増加に伴う慢

性的なインターネット通信回線の圧迫回避を目的とし、新たに学生用無線 LAN ネットワークを構

築。同じく 2018 年度に、光星高校における教育 ICT の利活用を目的とした校内無線 LAN を一部

の教室に整備した。2021 年度は、八戸学院大学短期大学部 介護福祉学科の利用校舎移転に伴い、

美保野キャンパス 9 号館の無線 LAN を整備した。今後も継続して、ネットワークとシステム両面

の運用管理、適切なアップデートを行っていく。 

 

(2) 情報システム環境の利活用促進 

   組織内ユーザがシステム環境を最大限活用し組織の生産性および組織力の向上を克ちとることが

できるように、かねてよりの懸案である組織内 IT リテラシー向上に資する取り組みがますます重

要になっている。とは言え、とりわけグループウェアをはじめとする情報系システムを如何に利活

用するかについての取り組みはまだ十分とは言えない。他方で、グループウェアCybozu Garoon

のオプションサービスである Cybozu Kintone を具体的な業務に適用する作業は大きく進展しつ

つある。特に学務部各課および総務部財務課において、グループウェアを業務改善に積極的に活用

しようとする意識の高まりとともに、現場部門自身による複数の具体的な取り組みが展開され、既

に幾つもの成果を上げている。このような現場部門の主体性の発露は、情報システム部門の人的リ

ソースの制約という条件を乗り越えつつある。人員体制の改善を求めながらも現体制でできること

をさらに進めていくことが継続的な課題となる。 

 

(3) 情報セキュリティに係る課題 

   昨年度も述べたように、依然として昨今の情報セキュリティをめぐる環境は油断ならない状況に

あると言える。幸いにも近年、我々は情報セキュリティに係る被害を受けていないものの、過去に

はランサムウェア感染によるデータ消失、個人 SNS アカウントの乗っ取り、内部情報流出が契機

となっていることが強く疑われるWEBページの改竄、などの事態が発生している。 

今年度も引き続き、情報セキュリティの向上に関しては専ら物理的環境の観点から様々なことを実

施してきたが、リテラシー・組織・危機管理等の観点では十分とは言えず課題を残している。 

   他方で文科省からは、学校法人における情報セキュリティ対策の強化を求める通知があり、近い

将来そのことを認証評価の項目に盛り込むことなどが予告されている。これらのことはひとり情報

システム委員会の範疇を超えるかもしれない。例えば、我法人には文科省が求めるような情報シス

テム担当理事や情報セキュリティ担当理事が不在である。また、情報セキュリティに係るインシデ

ントが発生した場合の対応組織であるCSIRT（Computer Security Incident Response Team：

組織内の情報セキュリティ問題を専門に扱うインシデント対応チーム）も未整備である。 

  情報システムセキュリティに係る物理的環境の一層の強化に取り組むことは勿論のこととして、今

後も出来るだけ組織的環境・体制の整備にも力を入れて取り組むことが問われている。 
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Ⅳ. 財務の概要  （2023 月 5 月 20 日現在の計算書類による） 

1．資金収支計算書 

 

                                  （単位：千円 未満切捨て） 

収入の部 
 

支出の部 

科  目 決算額 科 目 決算額 

学生生徒等納付金収入 1,943,032 人件費支出 1,693,428 

手数料収入 28,445 教育研究経費支出 986,549 

寄付金収入 130,067 管理経費 223,992 

補助金収入 1,009,914 借入金等利息支出 6,982 

資産売却収入 1,034 借入金等返済支出 141,600 

付随事業・収益事業収入 171,814 施設関係支出 35,157 

受取利息・配当金収入 57 設備関係支出 59,732 

雑収入 161,084   

借入金等収入 0   

前受金収入 69,010 資産運用支出 80,000 

その他の収入 1,170,673 その他の支出 1,344,537 

内部資金収入 1,148,064 内部資金支出 1,148,064 

資金収入調整勘定 △172,136 資金支出調整勘定 △133,924 

前年度繰越支払資金 1,169,117 翌年度繰越支払資金 1,244,058 

    

収入の部 合 計 6,830,178 支出の部 合 計 6,830,178 

     ※各表とも金額については、千円単位で切捨てたものであり、合計額と必ずしも一致しない場合がある。 

 

 1）資金収入 

   主要な資金収入科目は、学生生徒等納付金であり、その金額は約 19 億 4,303万円（学費の納入

対象の在籍人数は、大学・短大・高校・幼稚園等法人合計で 2,511名、2023年 3月 1日現在）と

なっている。 収入に見合った支出で運営するという基本姿勢と、入学・入園者数の確保等、補助金

獲得の強化を図ることとしている。 

 

 2）資金支出 

   主要な資金支出科目は、人件費である。 

   資金支出には、教育研究活動およびその他活動に対する支出が人件費に次ぎ、その他、借入金返

済支出、施設設備関係支出、特定預金への積立などの資産運用支出を含んでいる。 

   教育研究経費支出には、各学校の教育研究に必要な消耗品費、教材費、研究費、光熱水費、クラ

ブ活動補助費、支払手数料等がその主な内容であり、約 9億 8,655万円であった。 

   また、管理経費支出は、学生募集費、広告関連費用、法人を含む事務部門の運営に必要な諸経費

等のほか、スクールバス、学生寮等に係る費用が含まれている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



42 

 

2．事業活動収支計算書 

 

                 （単位：千円 未満切捨て） 

科 目 決算額 

教育活動収入計 3,367,181 

学生生徒等納付金 1,943,032 

手数料 28,445 

寄付金 118,016 

経常費等補助金 996,421 

付随事業収入 119,812 

雑収入 161,454 

教育活動支出計 3,411,892 

人件費 1,789,989 

 教育研究経費 1,354,881 

 管理経費 264,966 

 徴収不能額等 2,055 

教育活動収支差額 △44,711 

教育活動外収入計 52,059 

教育活動外支出計 47,501 

教育活動外収支差額 4,557 

経常収支差額 △40,153 

特別収入計 30,836 

特別支出計 880 

特別収支差額 29,955 

基本金組入前当年度収支差額 △10,198 

基本金繰入額合計 △278,324 

当年度収支差額 △288,522 

前年度繰越収支差額 △8,582,271 

基本金 取崩額 11,580 

翌年度繰越収支差額 △8,859,212 

（参考）  

事業活動収入計 3,450,077 

事業活動支出計 3,460,275 

     ※千円単位で切捨てたものであり、合計額と必ずしも一致しない場合がある。 

 

 

⑥ 基本金 ・基本金取崩 

 

基本金とは、（イ）学校の設立時およびその後の規模拡大あるいは質の充実向上のために取得し

た固定資産の調達に要した金銭（１号基本金）、および取得予定の固定資産の調達に要する金銭

（２号基本金）の総額、並びに（ロ）学校の継続性を担保するために基金として保持する金銭等

の資産（３号基本金）、さらに（ハ）文部科学大臣が定める恒常的に保持すべき資金（４号基本

金）、の合計である。 

 

基本金取崩とは、上記（イ）の固定資産を除却・減損処理した際に当該組入額を基本金から減額

することである。 

 

 

⑤基本金組入前当年度収支差額 

 全体の収入額と全体の支出額との差額

のことである。 

④特別収支 

 施設設備補助金や資産処分差額などの

一時的に発生した臨時的な収支のこと

である。 

 

 

②教育活動外収支 

 教育活動収支に計上されない受取利

息・配当金や借入金等利息のような財

務的な活動でかつ経常的なものを教育

活動外収支に表している。 

③経常収支差額 

 前項①と②の合計が経常収支差額であ

る。 

①教育活動収支 

 学生生徒等納付金、人件費、教育研究経

費等、本業の教育活動における経常的

な収支を表している。 



43 

 

3．貸借対照表 

 

   【資産の部】                        （単位：千円 未満切捨て） 

科  目 本年度末 前年度末 増  減 

固定資産 7,490,381 7,781,206 △290,825 

流動資産 1,332,252 1,275,702 56,550 

資産の部合計 8,822,634 9,056,909 △234,274 

 

   【負債の部】                        （単位：千円 未満切捨て） 

科  目 本年度末 前年度末 増  減 

固定負債 1,162,406 1,249,615 △87,208 

流動負債 398,787 535,655 △136,868 

負債の部合計 1,561,194 1,785,271 △224,076 

 

   【純資産の部】                       （単位：千円 未満切捨て） 

科  目 本年度末 前年度末 増  減 

基本金 16,120,653 15,853,909 266,743 

第１号 基本金 15,362,653 15,115,909 246,743 

第２号 基本金 20,000 0 20,000 

第３号 基本金 500,000 500,000 0 

第４号 基本金 238,000 238,000 0 

繰越収支差額 △8,859,212 △8,582,271 △276,941 

純資産の部合計 7,261,440 7,271,638 △10,198 

負債及び純資産の部合計 8,822,634 9,056,909 △234,274 

     ※各表とも金額については、千円単位で切捨てたものであり、表中の増減、合計額と必ずしも一致しない場合がある。 

     

固定資産は、有形固定資産が土地約 11 億 3,994 万円、建物約 46 億 1,477 万円、構築物 2

億 1,304万円、備品・図書等 9億 666 万円、特定資産 5億 2千万円、車輌 2,997 万円、その

他 6,597 万円、合計約 80 億 7,636 万円。 流動資産は、総額約 13 億 3,225 万円のうち約

12 億 4,405 万円が現金預金となっている。 

 固定負債は約 11億 6,240 万円で、その内訳は、八学幼稚園園舎建設、光星高校舎リニュー

アル、全施設の LED 化、美保野キャンパス整備に係る借入金のほか、退職給与引当金および

割賦購入未払金等となっている。流動負債は約 3 億 9,878 万円で、うち短期借入金 1 億 4,1

 60 万円は返済期限が 1年以内の長期負債を振り替えたもの。前受金 6,901万円は 2023年度

入学生の入学金や授業料等の 2022 年度入金分の内、2023 年度に教育活動収入等へ振り替る

ものである。 

 

4．財務指標の推移 

   【事業活動収支関係 財務比率】               （小数点２位以下切捨て） 

区分 2020年度 2021年度 2022年度 

人件費比率 59.0% 57.0% 52.3% 

教育研究経費比率 32.2% 32.2% 39.6% 

管理経費比率 9.5% 9.6% 7.7% 

借入金等利息比率 0.2% 0.2% 0.2% 

学生生徒等納付金比率 52.0％ 53.9％ 56.8％ 

補助金比率 32.9% 26.3% 29.2% 

    （注）上記の指標は、2016年度以降、 経常収入（教育活動収入計＋教育活動外収入）を分母として 

算出している。たとえば、人件費比率は人件費÷（教育活動収入計＋教育活動外収入）となる。 

 

 


